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は
じ
め
に

三
つ
の
一
神
教
に
関
わ
っ
て
き
て

一
般
社
団
法
人
「
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
」
の
会
員
向
け
に
行
っ
た
一
神
教
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
ま
と
め
た
冊
子
で
す
。

ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
と
い
う
三
つ
の
一
神
教
の
信
徒
数
は
世
界
人
口
の
半
数
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
で
は
こ
の

三
宗
教
に
つ
い
て
の
知
識
は
不
十
分
で
あ
り
、
理
解
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
世
界
的
に
見
て
も
、
三
宗
教
相
互
間
に
理
解
は
欠
如
し
て
い
ま
す
。
理
解
が

な
い
ま
ま
に
、
宗
教
に
か
ら
む
テ
ロ
や
紛
争
が
続
発
し
、
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
が
テ
ロ
を
呼
ぶ
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て

い
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
通
じ
て
、
三
つ
の
一
神
教
そ
れ
ぞ
れ
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
に
は
長
い
期
間
参
加
し
、
７
０
歳
に
な
っ
て

受
洗
し
ま
し
た
。
新
聞
社
特
派
員
と
し
て
イ
ス
ラ
ム
国
家
を
幅
広
く
取
材
し
ま
し
た
。
公
益
社
団
法
人
日
本
イ
ス
ラ
エ
ル
親
善
協
会
の
理
事
、
会
長
と
し
て
２
０
年
に

わ
た
っ
て
ユ
ダ
ヤ
教
と
も
関
係
を
持
ち
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
体
験
か
ら
考
え
て
、
三
宗
教
間
の
相
互
無
理
解
、
相
互
不
信
に
危
機
感
を
い
だ
き
ま
す
。
一
神
教

だ
か
ら
共
生
で
き
な
い
、
と
い
っ
た
批
判
を
聞
く
と
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
焦
燥
感
が
生
じ
ま
す
。

ど
こ
が
違
い
、
ど
こ
が
同
じ
な
の
か

こ
の
よ
う
な
気
持
ち
か
ら
、
三
つ
の
一
神
教
を
一
体
と
し
て
解
釈
し
理
解
す
る
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
で
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

宗
教
を
信
じ
る
、
信
じ
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
大
き
な
勢
力
を
持
っ
て
い
る
三
つ
の
宗
教
が
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
、
ど
こ
が
違
い
、
ど
こ
が
同
じ
な
の
か
を

理
解
す
る
な
ら
ば
、
無
益
な
争
い
を
引
き
起
こ
す
不
幸
が
避
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
理
解
な
し
に
は
現
在
の
社
会
の
動
き
は
理
解
で
き
な
い
、
と
思
う

か
ら
で
す
。

ま
ず
「
一
神
教
の
も
つ
れ
た
糸
は
ほ
ぐ
せ
る
か
」
と
題
し
た
レ
ク
チ
ャ
ー
を
２
０
１
６
年
10
月
18
日
に
始
め
ま
し
た
。
月
１
回
、
各
回
２
時
間
で
す
。

２
０
１
７
年
４
月
24
日
の
第
７
回
で
ひ
と
ま
ず
打
ち
止
め
と
し
ま
し
た
。

「
神
と
人
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
再
開
し
た
の
は
２
０
１
７
年
１
１
月
７
日
で
し
た
。
や
は
り
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
、

２
０
１
８
年
７
月
17
日
に
最
終
の
第
９
回
と
な
り
ま
し
た
。

毎
月
、
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
会
員
２
０
人
前
後
が
集
ま
っ
て
熱
心
に
受
講
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

基
本
三
啓
典
に
依
拠

私
は
、
宗
教
に
関
す
る
研
究
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
学
教
育
も
受
け
て
は
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
三
つ
の
宗
教
に
関
連
す
る
膨
大
な
研
究
成
果
や
資
料

を
ほ
と
ん
ど
読
ん
で
い
ま
せ
ん
。
私
は
三
宗
教
の
基
本
啓
典
で
あ
る
旧
約
聖
書
、新
約
聖
書
、ク
ル
ア
ー
ン
（
コ
ー
ラ
ン
）
だ
け
に
典
拠
し
て
話
を
進
め
ま
し
た
。

三
宗
教
の
根
本
は
こ
の
三
つ
の
啓
典
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
三
つ
の
啓
典
か
ら
ふ
ん
だ
ん
に
引
用
し
た
資
料
を
配
布
し
ま
し
た
。
旧
約
聖
書
か
ら
約
４
８
０
箇
所
、
新
約
聖
書
か
ら
約
２
４
０
箇
所
、

ク
ル
ア
ー
ン
か
ら
約
１
２
０
箇
所
で
す
。

引
用
し
た
の
は
、
旧
約
聖
書
、
新
約
聖
書
に
つ
い
て
は
『
聖
書　

新
共
同
訳
』（
日
本
聖
書
教
会
、
１
９
９
８
年
）、
ク
ル
ア
ー
ン
に
つ
い
て
は
『
コ
ー
ラ
ン
』

（
井
筒
俊
彦
訳
、
岩
波
書
店
、
１
９
７
１
年
）
で
す
。

こ
の
小
冊
子
は
、
各
回
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
報
告
と
し
て
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
も
ら
っ
た
記
事
を
幾
分
手
直
し
し
て
ま
と

め
ま
し
た
。
小
冊
子
の
形
に
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、よ
り
広
い
範
囲
の
人
々
に
三
宗
教
に
関
す
る
知
識
が
広
ま
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
、感
謝
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
私
の
説
明
の
中
に
、
理
解
不
足
、
誤
解
、
間
違
い
な
ど
、
正
す
べ
き
点
が
あ
る
な
ら
ば
、
関
係
の
方
々
の
ご
指
摘
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

巻
末
に
、「
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
関
連
略
年
史
」、「
一
神
教
関
連
系
譜
」
が
あ
り
ま
す
。

秋　

山　
　

哲

秋
山
哲
の
経
歴

１
９
３
４
年
生
ま
れ
。
博
士
（
経
済
学
）。
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
会
員

１
９
５
７
年　

同
志
社
大
学
経
済
学
部
卒
。
毎
日
新
聞
社
入
社

１
９
７
３
年　

同
社
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
派
員

１
９
７
９
年　
「
イ
ス
ラ
ム
の
挑
戦
」
取
材
チ
ー
ム
・
キ
ャ
ッ
プ

１
９
８
６
年　

同
社
大
阪
本
社
編
集
局
長

１
９
９
６
年　

同
社
常
務
取
締
役
東
京
本
社
代
表
で
退
社

１
９
９
８
年　

奈
良
産
業
大
学
教
授
、
同
志
社
大
学
講
師
（
２
０
０
５
年
退
職
）

２
０
０
０
年　

日
本
イ
ス
ラ
エ
ル
親
善
協
会
副
会
長

２
０
０
４
年　

受
洗

２
０
０
８
年　

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館
理
事
（
２
０
１
６
年
退
任
）

２
０
１
２
年　

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館
平
和
教
育
支
援
会
代
表
理
事
（
２
０
１
６
年
退
任
）

２
０
１
３
年　

日
本
イ
ス
ラ
エ
ル
親
善
協
会
会
長
（
２
０
１
６
年
退
任
）
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第
１
部

「
一
神
教
の
も
つ
れ
た
糸
は
ほ
ぐ
せ
る
か
」

第
１
回　

一
神
教
と
は
何
か

２
０
１
６
年
10
月
18
日

三
宗
教
の
理
解
な
し
に
世
界
は
分
か
ら
な
い

最
初
に
、
こ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
開
催
の
目
的
を
話
し
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
３
点
で
す
。

１
．
一
神
教
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
提
供
す
る
。

２
．
一
神
教
に
違
和
感
を
も
つ
日
本
人
が
多
い
が
、
仏
教
、
神
道
に
も
一
神
教
的
要
素
が
あ
り
、

理
解
可
能
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

３
．
一
神
教
は
お
互
い
に
対
立
し
て
い
て
共
生
不
可
能
と
い
う
考
え
が
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い

こ
と
を
説
明
す
る
。

ま
た
、
私
自
身
の
宗
教
的
背
景
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

仏
教
徒
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学
校
に
１
０
年
通
っ
た
こ
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の

礼
拝
に
４
０
年
以
上
参
加
し
て
７
０
歳
で
洗
礼
を
受
け
た
こ
と
、
こ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
と
私
の
関
係

で
す
。
イ
ス
ラ
ム
と
は
、
新
聞
記
者
と
し
て
関
わ
り
ま
す
。
人
口
的
に
最
大
イ
ス
ラ
ム
国
家
で
あ
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
特
派
員
と
し
て
駐
在
し
、
さ
ら
に
、
イ
ラ
ン
革
命
直
後
に
「
イ
ス
ラ
ム
の
挑
戦
」

取
材
班
の
キ
ャ
ッ
プ
を
務
め
、
中
東
諸
国
を
取
材
し
ま
し
た
。
新
聞
社
退
職
後
に
、
日
本
イ
ス
ラ
エ

ル
親
善
協
会
の
副
会
長
、
会
長
の
職
に
２
０
年
近
く
就
い
た
こ
と
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館
理
事
を

務
め
た
こ
と
が
ユ
ダ
ヤ
教
と
の
関
係
で
す
。

そ
の
う
え
で
本
題
に
入
り
、
三
つ
の
一
神
教
の
基
本
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
と
い
う
三
つ
の
一
神
教
の
合
計
信
徒
数
は
３
７
憶
人
以
上

に
の
ぼ
り
、
世
界
人
口
の
２
分
の
１
を
占
め
て
い
て
、
一
神
教
の
理
解
な
し
に
は
世
界
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
」
が
共
通
の
神

重
要
な
の
は
、
三
つ
の
一
神
教
が
信
じ
て
い
る
「
一
人
の
神
」
は
、
ば
ら
ば
ら
の
一
人
の
神
で
は

な
い
こ
と
で
す
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
か
ら
出
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
祖
で
、
ユ
ダ
ヤ
教
は
彼
か

ら
始
ま
り
ま
す
が
、
こ
の
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
信
じ
た
神
」
が
三
宗
教
共
通
の
神
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教

は
三
位
一
体
の
神
を
信
じ
ま
す
が
、
父
と
子
、
聖
霊
の
三
つ
が
一
体
と
し
て
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
」

だ
と
い
う
考
え
で
す
。
イ
ス
ラ
ム
は
神
を
ア
ッ
ラ
ー
と
呼
び
ま
す
が
、ア
ッ
ラ
ー
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
（
ア

ラ
ビ
ア
語
で
は
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
）
の
信
じ
た
神
で
あ
り
、ク
ル
ア
ー
ン
（
コ
ー
ラ
ン
）
は
イ
ブ
ラ
ー

ヒ
ー
ム
を
「
忠
実
な
信
徒
の
軌
範
、純
正
な
信
仰
の
人
」（
１
６
章
１
２
１
節
）
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
初
期
に
お
い
て
、
創
造
神
と
至
高
神
を
区
別
す
る
考
え
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

異
端
と
し
て
葬
ら
れ
ま
し
た
。

神
に
対
立
す
る
「
悪
」
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
が
、「
悪
」
は
神
か
ら
送
り
こ
ま
れ
る
試
練
で
あ
っ

て
、神
と
悪
を
対
立
さ
せ
る
二
元
論
は
一
神
教
の
考
え
と
矛
盾
し
ま
す
。神
が
宇
宙
万
物
を
創
造
し
た
、

神
が
創
造
し
な
い
も
の
は
存
在
し
な
い
、
こ
れ
が
三
宗
教
が
一
致
し
て
考
え
て
い
る
世
界
で
す
。

神
が
人
に
内
住
す
る

で
は
神
は
ど
こ
に
い
る
の
か
。
天
に
い
る
の
か
。
神
が
遠
い
天
上
に
あ
っ
て
地
上
世
界
に
干
渉
し

な
い
と
い
う
理
神
論
は
一
神
教
の
世
界
と
は
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
中
に
神
が
宿

る
と
い
う
汎
神
論
も
違
い
ま
す
。
神
は
被
造
物
世
界
の
た
だ
中
に
い
る
、
常
に
い
る
、
ど
こ
に
で
も

い
る
、
遍
在
し
て
い
る
と
い
う
の
が
一
神
教
の
考
え
る
神
で
す
。

そ
の
神
は
信
徒
の
心
の
中
に
宿
る
、
内
住
す
る
と
い
う
考
え
が
重
要
で
す
。
神
が
内
住
す
る
と
い
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う
神
体
験
、
神
と
の
出
会
い
を
信
徒
は
待
つ
の
で
す
。
ユ
ダ
ヤ
教
を
守
る
た
め
に
働
い
て
い
た
パ
ウ

ロ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
迫
害
す
る
た
め
に
向
か
っ
た
ダ
マ
ス
コ
門
外
で
「
な
ぜ
、
わ
た
し
を
迫
害

す
る
の
か
」
と
キ
リ
ス
ト
に
天
か
ら
問
い
か
け
ら
れ
る
（
新
約
使
徒
言
行
録
９
章
４
節
）
と
い
う
神

体
験
を
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
者
へ
と
回
心
す
る
の
で
す
。

大
数
学
者
パ
ス
カ
ル
は
神
と
出
会
い
ま
し
た
。
１
６
５
４
年
１
１
月
２
３
日
の
夜
で
す
。
彼
が
肌

着
に
縫
い
付
け
て
残
し
た
布
に
そ
の
時
の
状
況
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。「
正
し
き
父
よ
、
わ
れ
は
汝
を

知
れ
り
。
歓
喜
、
歓
喜
、
歓
喜
、
歓
喜
の
涙
」（『
パ
ン
セ
Ⅱ
』）。

こ
の
日
の
最
後
に
は
、
神
道
と
一
神
教
に
関
す
る
話
を
し
ま
し
た
。

神
道
は
多
神
教
の
典
型
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
幕
末
の
国
学
者
、
平
田
篤
胤
や
、
も

う
少
し
古
い
吉
田
兼
倶
は
「
天
御
中
主
尊
」（
あ
め
の
み
な
か
ぬ
し
の
み
こ
と
）
や
「
国
常
立
尊
」（
く

に
と
こ
た
ち
の
み
こ
と
）
を
神
道
の
「
主
神
」
と
考
え
ま
し
た
。
厳
格
な
一
神
教
と
は
距
離
が
あ
り

ま
す
が
、
多
神
教
と
一
神
教
が
断
絶
し
た
別
世
界
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

三
宗
教
の
生
い
立
ち
と
紛
争

第
１
回
の
レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
、
三
宗
教
の
経
典
や
、
三
宗
教
の
歴
史
的
な
関
わ
り
に
関
す
る
資
料

の
説
明
も
行
い
ま
し
た
。
基
本
経
典
の
説
明
は
以
下
の
通
り
で
す
。

ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
典
は
Ｔ
Ｎ
Ｋ
（
タ
ナ
ハ
）
で
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
い
う
旧
約
聖
書
と
同
じ
（
構
成

順
序
は
違
う
）
で
す
。
モ
ー
セ
五
書
、
預
言
書
、
諸
書
、
合
計
３
９
巻
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
キ
リ
ス

ト
教
は
、
旧
約
聖
書
、
新
約
聖
書
合
わ
せ
て
６
６
巻
を
聖
典
と
し
ま
す
。
新
約
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
が
も
た
ら
し
た
新
し
い
神
と
人
と
の
契
約
で
す
。
４
世
紀
に
現
在
の
形
に
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
イ

ス
ラ
ム
で
は
、ム
ハ
ン
マ
ド
（
マ
ホ
メ
ッ
ト
）
に
降
っ
た
神
の
言
葉
で
あ
る
ク
ル
ア
ー
ン
（
コ
ー
ラ
ン
）

１
１
４
編
が
聖
典
で
す
。

三
宗
教
の
歴
史
的
関
わ
り
に
関
し
て
は
以
下
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

信
仰
の
祖
、ア
ブ
ラ
ハ
ム
（
Ｂ
Ｃ
２
０
０
０
年
前
後
）
は
、神
か
ら
旅
立
て
と
い
う
言
葉
を
受
け
て
、

行
き
先
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
ウ
ル
か
ら
出
て
今
パ
レ
ス
チ
ナ
と
呼
ば
れ
て
い
る
カ

ナ
ン
地
方
に
入
り
ま
す
。
エ
ジ
プ
ト
人
女
性
と
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
イ
シ
ュ
マ
エ
ル
（
ア
ラ
ビ
ア

語
で
は
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
）
で
、
ア
ラ
ブ
民
族
の
始
祖
と
な
り
ま
す
。

正
妻
と
の
間
で
次
に
生
ま
れ
る
の
が
イ
サ
ク
で
、ユ
ダ
ヤ
民
族
の
祖
で
す
。
こ
の
系
統
か
ら
モ
ー
ゼ
、

ダ
ビ
デ
な
ど
が
現
れ
、
ダ
ビ
デ
の
子
孫
か
ら
救
世
主
が
出
る
と
い
う
預
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
エ

ス
は
系
図
的
に
は
ダ
ビ
デ
の
子
孫
と
し
て
生
ま
れ
（
Ｂ
Ｃ
７
〜
４
年
頃
）、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
て
死

に
、
３
日
後
に
復
活
し
ま
す
。
Ａ
Ｄ
７
０
年
の
ロ
ー
マ
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
の
国
は
滅
び
、

ユ
ダ
ヤ
人
は
離
散
の
民
と
な
り
ま
す
。

ム
ハ
ン
マ
ド
は
Ａ
Ｄ
５
７
０
年
頃
に
生
ま
れ
、
神
の
啓
示
を
受
け
、
イ
ス
ラ
ム
を
起
こ
し
、
イ
ス

ラ
ム
帝
国
を
築
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
徒
は
イ
ベ
リ
ア
半
島
で
の
レ
コ
ン
キ
ス
タ
（
国
土
回
復
運
動
Ａ
Ｄ
１
０
３
１
〜

１
４
９
２
）
や
十
字
軍
の
遠
征
（
Ａ
Ｄ
１
０
９
６
〜
１
２
９
１
）
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
戦
い
、

長
年
に
わ
た
っ
て
ユ
ダ
ヤ
教
徒
を
迫
害
し
ま
す
。
第
一
次
と
第
二
次
の
世
界
大
戦
を
経
て
、
中
東
に

イ
ス
ラ
エ
ル
国
が
復
活
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア
ラ
ブ
諸
国
は
４
回
に
わ
た
る
中
東
戦
争
を
戦
い
ま
す
。

２０１６年１０月１８日（火）１４：００から１６：００まで、２７名が参加して、
第１部「一神教のもつれた糸はほぐせるか」第１回目の勉強会が、ＤＦ八重
洲事務所の会議室で行われた

第
２
回
「
神
の
名
」
の
重
要
性

２
０
１
６
年
11
月
7
日

知
識
な
し
に
言
論
の
自
由
は
な
い

１
０
月
の
第
１
回
勉
強
会
に
参
加
し
て
い
な
い
受
講
者
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
冒
頭
に
改
め
て
、

勉
強
会
の
目
的
を
話
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
漫
画
出
版
社
シ
ャ
ル
リ
―
・
エ
フ
ド

へ
の
テ
ロ
攻
撃
と
言
論
の
自
由
を
巡
る
問
題
を
例
に
、
十
分
の
知
識
な
し
に
ヘ
イ
ト
す
る
こ
と
は
、

隣
人
愛
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
の
黄
金
律
を
無
視
す
る
危
険
な
行
為
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
ま
し
た
。
言
論
の
自
由
は
知
識
と
理
解
が
あ
っ
て
初
め
て
成
立
す
る
も
の
で
す
。
イ
ス
ラ
ム

を
含
む
一
神
教
に
つ
い
て
、
一
定
の
知
識
と
理
解
を
も
つ
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
の
勉
強
会
の

目
的
を
改
め
て
強
調
し
ま
し
た
。

次
い
で
、
第
１
回
の
補
足
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
根
幹
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム
が
共

に
認
め
て
い
な
い
「
三
位
一
体
」
と
い
う
神
観
の
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
第
１
回
で
積
み
残
し
に
な
っ
た
「
仏
教
と
一
神
教
」「
偶
像
の
問
題
」
を
説
明
し
ま
し
た
。

仏
教
に
も
、
浄
土
真
宗
で
阿
弥
陀
仏
を
唯
一
の
救
済
者
と
し
て
信
仰
す
る
よ
う
な
一
神
教
的
要
素

が
あ
る
こ
と
、
偶
像
を
禁
止
す
る
モ
ー
セ
の
十
戒
と
神
道
の
共
通
点
を
取
り
上
げ
、
日
本
人
的
な

諸
行
無
常
が
旧
約
聖
書
に
も
登
場
す
る
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

「
神
の
名
」
は
神
の
本
質

第
２
回
の
主
テ
ー
マ
は
「
神
の
名
」
と
し
ま
し
た
。
神
の
「
御
名
」
は
三
つ
の
一
神
教

に
と
っ
て
、
単
な
る
名
前
、
符
号
で
は
な
く
て
、
神
そ
の
も
の
、
神
の
実
体
と
認
識
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
新
旧
約
聖
書
と
ク
ル
ア
ー
ン
の
引
用
に
よ
っ
て
示
し
ま
し
た
。「
御

名
」
に
は
神
の
力
が
存
在
す
る
こ
と
、「
御
名
」
を
唱
え
る
こ
と
が
神
に
よ
る
救
済
へ

の
条
件
で
あ
る
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
終
末
の
苦
難
の
中
で
「
主
の
御
名
を
呼
ぶ
者
は

皆
、
救
わ
れ
る
」（
旧
約
ヨ
エ
ル
記
３
章
５
節
）
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
分
か
る
よ

う
に
、
神
に
よ
る
救
い
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
神
の
名
」
で
す
。

し
か
し
、
三
宗
教
に
と
っ
て
神
の
名
は
何
と
い
う
の
か
、
は
少
し
面
倒
で
す
。
聖
書
で
神

は
自
ら
の
名
を
い
く
つ
か
示
し
て
い
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
対
し
て
「
わ
た
し
は
全
能
の

神
で
あ
る
」（
旧
約
創
世
記
１
７
章
１
節
）
と
名
乗
り
ま
す
。
モ
ー
セ
に
対
し
て
は
最
初
「
わ

た
し
は
あ
る
」（
旧
約
出
エ
ジ
プ
ト
記
３
章
１
４
節
）
と
名
乗
り
「
こ
れ
こ
そ
世
々
に
わ
た

し
の
呼
び
名
」（
同
１
５
節
）
と
い
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
モ
ー
セ
が
エ
ジ
プ
ト
王
の
と
こ
ろ

へ
行
っ
た
時
に
は
「
わ
た
し
は
主
で
あ
る
」（
旧
約
出
エ
ジ
プ
ト
記
６
章
２
節
）
と
新
し
い

名
を
示
し
ま
す
。
ユ
ダ
ヤ
教
で
は
こ
れ
が
神
の
名
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

読
み
方
が
失
わ
れ
て
い
る
神
の
名

問
題
は
こ
の「
主
」で
す
。
旧
約
聖
書
を
記
載
し
て
い
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
四
文
字
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ロ
ー
マ
字
で
表
記
す
る
と
Ｙ
Ｈ
Ｖ
Ｈ
で
「
聖
な
る
四
文
字
」
と
い
い
ま
す
が
、

読
み
方
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
か
。「
主
の
名
を
み
だ
り
に
唱
え
て
は
な
ら
な
い
」（
旧

約
出
エ
ジ
プ
ト
記
２
０
章
７
節
）
と
い
う
十
戒
の
規
定
に
よ
っ
て
、
神
の
名
を
示
す
こ
の

四
文
字
が
出
て
く
る
と
そ
れ
を
発
音
せ
ず
に
「
主
（
ア
ド
ナ
イ
）」
と
読
み
か
え
て
来
た

た
め
で
す
。
し
か
も
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
が
子
音
し
か
表
記
し
な
い
た
め
に
本
来
の
読
み
方
が

分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
日
本
語
聖
書
は
そ
の
箇
所
を
す
べ
て
「
主
」
と
し
て

い
ま
す
が
、「
主
」
は
あ
く
ま
で
読
み
替
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
本
当
の
神
の
名
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
こ
の
四
文
字
を
エ
ホ
バ
と
か
ヤ
ー
ヴ
ェ
と
読
む
の
で
は
な
い
か
と

い
う
説
を
建
て
ま
す
が
、確
た
る
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、イ
エ
ス
は
神
が
人
と
な
っ

た
と
き
の
名
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
は
救
世
主
と
い
う
称
号
で
す
か
ら
、
神
の
名
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
三
位
一
体
の
神
を
何
と
呼
ぶ
の
か
、
呼
び
方
は
分
か
ら
な
い
の
で
す
。

神
は
、
自
ら
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
「
わ
た
し
は
全
能
の
神
」
や
「
わ
た
し
は
あ
る
」

の
外
に
も
い
く
つ
か
の
名
乗
り
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
も
含
め
て
神
の
名
と
す
る
考
え
方
を
話
し

ま
し
た
。

イ
ス
ラ
ム
は
「
ア
ッ
ラ
ー
」
を
神
の
名
と
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
意
味
は
「
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｇ
ｏ
ｄ
」
で
す
。

ム
ハ
ン
マ
ド
以
前
に
存
在
し
た
ア
ラ
ブ
多
神
教
の
最
高
神
の
名
前
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
一
神
教

の
絶
対
神
の
名
に
変
化
し
た
の
で
す
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
「
ア
ッ
ラ
ー
」
を
信
じ
て

い
る
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
は
ア
ッ
ラ
ー
だ
、
と
い
う
の
が
イ
ス
ラ
ム
の
立
場
で
す
。

ク
ル
ア
ー
ン
の
す
べ
て
の
章
は
「
ア
ッ
ラ
ー
の
御
名
に
お
い
て
」
と
い
う
文
言
で
始
ま
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
三
つ
の
宗
教
に
と
っ
て
、
神
の
「
御
名
」
は
極
め
て
大
切
な
も
の
で
す
。
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称
名
念
仏
と
の
類
似
性

日
本
語
聖
書
は
「
神
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
日
本
語
の
「
神
」
は
「
良

き
に
つ
け
、悪
し
き
に
つ
け
、普
通
で
な
い
も
の
」（
本
居
宣
長
）
で
あ
っ
て
、聖
書
が
「
神
」
を
使
っ

た
結
果
、「
神
」
の
意
味
が
変
化
し
た
こ
と
、
な
ど
を
お
話
し
ま
し
た
。

神
の
名
を
呼
ぶ
こ
と
が
、
三
つ
の
一
神
教
に
と
っ
て
、
救
済
に
あ
ず
か
る
た
め
の
重
要
な
宗
教
行

為
で
す
が
、
仏
教
の
「
称
名
念
仏
」
と
行
為
形
態
と
し
て
は
同
じ
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
称

名
信
仰
は
中
国
の
曇
鸞
（
Ａ
Ｄ
４
７
６
〜
５
４
２
）
に
始
ま
り
、
日
本
で
は
空
也
（
９
０
３
？
〜

９
７
２
）
が
広
め
、
法
然
、
親
鸞
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
延
長
線
上
で
、
私
の
座
禅
経
験
に
つ
い
て
の
お
話
も
し
ま
し
た
。

第
３
回 

旧
約
聖
書
と
ユ
ダ
ヤ
教
の
考
え
て
い
る
こ
と

２
０
１
７
年
１
月
16
日

神
へ
の
反
逆
と
信
仰
維
持

こ
の
勉
強
会
の
第
１
回
目
は
「
一
神
教
と
は
何
か
」、
第
２
回
目
は
「
神
の
名
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

話
し
ま
し
た
。
３
回
目
か
ら
、
三
つ
の
一
神
教
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
、
そ
の
聖

典
は
何
を
説
い
て
い
る
か
、
に
移
り
ま
す
。

こ
の
日
は
、
一
神
教
の
源
と
い
う
べ
き
ユ
ダ
ヤ
教
と
、
そ
の
聖
典
で
あ
る
旧
約
聖
書
（
Ｔ
Ｎ
Ｈ
）

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

唯
一
神
信
仰
は
、
Ｂ
Ｃ
２
０
０
０
年
前
後
に
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
の
ウ
ル
で
生
ま
れ
た
ユ
ダ
ヤ
民
族
の

祖
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
始
ま
り
ま
す
。
彼
は
、
神
の
指
示
を
受
け
て
、
カ
ナ
ン
（
パ
レ
ス
チ
ナ
）
に

移
動
し
ま
す
。
そ
の
子
孫
は
そ
の
後
エ
ジ
プ
ト
に
移
っ
て
奴
隷
的
状
況
に
苦
し
み
ま
す
。
Ｂ
Ｃ

１
２
５
０
年
頃
、
モ
ー
セ
が
現
れ
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
率
い
て
エ
ジ
プ
ト
を
脱
出
し
、
カ
ナ
ン
に
再
進
入

し
ま
す
。Ｂ
Ｃ
１
０
世
紀
の
ダ
ビ
デ
王
、ソ
ロ
モ
ン
王
の
時
代
に
最
も
強
大
な
国
に
な
り
ま
す
が
、ア
ッ

シ
リ
ヤ
、
バ
ビ
ロ
ン
に
攻
略
さ
れ
、
捕
囚
と
な
り
、
再
建
し
た
国
は
Ａ
Ｄ
７
０
年
に
ロ
ー
マ
に
滅
ぼ

さ
れ
、
離
散
の
民
族
と
な
り
ま
す
。

こ
の
歴
史
の
中
で
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
は
た
び
た
び
神
に
反
逆
し
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム

の
信
じ
た
唯
一
神
信
仰
を
継
承
、
維
持
し
ま
す
。

信
じ
る
こ
と
が
「
義
」

ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
カ
ナ
ン
に
入
っ
た
時
に
、
神
か
ら
「
こ
の
土
地
を
与
え
る
」（
旧
約
創
世
記
１
２

章
７
節
）「
子
孫
は
星
の
数
の
よ
う
に
な
る
」（
創
世
記
１
５
章
５
節
）
と
約
束
さ
れ
て
、「
主
の
た
め

に
祭
壇
を
築
き
、
主
の
御
名
を
呼
ん
だ
」（
創
世
記
１
２
章
８
節
）
の
で
す
。「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
主
を

信
じ
た
。
主
は
そ
れ
を
彼
の
義
と
認
め
ら
れ
た
」（
創
世
記
１
５
章
６
節
）
と
旧
約
聖
書
は
書
い
て
い

ま
す
。「
義
」
と
い
う
の
は
神
の
前
に
正
し
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
ユ
ダ
ヤ
教
は
、

戒
律
を
守
る
と
い
う
行
い
に
よ
っ
て
義
と
さ
れ
る
、
と
い
う
信
仰
で
す
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
祖
、
ア
ブ

ラ
ハ
ム
は
、
神
を
信
じ
て
御
名
を
呼
ん
だ
だ
け
で
義
と
さ
れ
た
の
で
す
。
イ
ス
ラ
ム
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム

の
こ
の
信
仰
を
模
範
と
し
て
い
ま
す
（
ク
ル
ア
ー
ン
１
６
章
１
２
１
節
）。
行
い
で
は
な
く
、
ひ
た
す

ら
神
を
信
じ
る
こ
の
信
仰
形
態
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
延
長
線
か
ら
生
ま
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム

を
考
え
る
と
き
、
き
わ
め
て
重
要
な
視
点
で
す
。

アブラハムとモーセの移動。青線はウルを出たアブラハムがカナンに定住す
るまで。緑線は、モーセに率いられたユダヤ人がエジプトを出てカナンに入
るまで。（『pen books ユダヤとは何か』市川裕監修、阪急コミュニケーショ
ンズ、２０１２）

守
り
続
け
る
掟

し
か
し
、
モ
ー
セ
以
降
、
神
を
信
じ
る
だ
け
で
な
く
、
神
の
掟
を
守
る
こ
と
が
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
信

仰
形
態
と
な
り
ま
す
。
モ
ー
セ
は
、
シ
ナ
イ
山
で
神
か
ら
十
戒
を
与
え
ら
れ
、
聖
書
の
冒
頭
を
占
め

る
モ
ー
セ
五
書
に
は
極
め
て
た
く
さ
ん
の
戒
律
・
掟
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
重
要
な
の
は
、

罪
を
贖
う
た
め
に
神
殿
に
捧
げ
る
動
物
の
犠
牲
で
す
。
こ
の
犠
牲
と
い
う
考
え
方
は
、
キ
リ
ス
ト
が

す
べ
て
の
人
の
罪
を
負
っ
て
死
ん
だ
、
犠
牲
に
な
っ
た
、
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
を
理
解
す
る
た
め
に

重
要
で
す
。
そ
の
他
、
割
礼
、
安
息
日
、
食
事
規
程
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
則
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら

を
守
る
な
ら
ば
神
の
祝
福
を
受
け
、
従
わ
な
い
な
ら
ば
神
の
呪
い
を
う
け
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
神
と
の
双
務
契
約
が
ユ
ダ
ヤ
教
の
考
え
方
で
あ
り
、「
祝
福
と
呪
い
の
神
学
」
と
い
わ
れ
る
も

の
で
す
。

神
の
計
画
実
現
の
証
人

ロ
ー
マ
に
イ
ス
ラ
エ
ル
が
滅
ぼ
さ
れ
、
離
散
の
時
代
に
入
る
と
、
神
殿
が
な
く
、
祭
司
が
い
な
い

ユ
ダ
ヤ
教
が
成
立
し
ま
す
。「
ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
聖
書
を

読
み
、
祭
事
を
守
り
、
戒
律
に
従
う
努
力
を
行
い
、
国
も
神
殿
も
失
っ
た
後
も
、
信
仰
を
継
承
し
ま

し
た
。

そ
の
背
後
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
神
に
選
ば
れ
た
「
選
民
」
で
あ
る
、
と
い
う
意
識
が
あ
り
ま
す
。

選
民
思
想
は
、
し
か
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
他
の
民
族
に
勝
っ
て
優
れ
て
い
る
、
と
い
う
考
え
方
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
神
が
本
当
の
神
で
あ
っ
て
、
今
も
生
き
て
い
る
、
と
い
う
証
拠
と

し
て
ユ
ダ
ヤ
人
が
選
ば
れ
た
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
離
散
か
ら
２
０
０
０
年
近
く
経
っ

て
現
在
の
イ
ス
ラ
エ
ル
国
を
再
建
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
例
は
世
界
に
あ
り
ま
せ
ん
。

古
い
と
こ
ろ
で
は
、
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
の
２
０
０
年
も
前
の
預
言
者
イ
ザ
ヤ
、
１
０
０
年
以
上
も
前

の
預
言
者
エ
レ
ミ
ヤ
な
ど
が
、
捕
囚
と
解
放
を
適
確
に
預
言
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
神
が
実

在
し
、
神
の
計
画
が
存
在
し
、
世
界
は
神
の
計
画
に
従
っ
て
動
い
て
い
る
確
か
な
証
拠
と
い
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
証
明
す
る
道
具
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
す
。

神
の
支
配
に
よ
る
平
和
が
願
い

ユ
ダ
ヤ
教
の
信
仰
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
の
特
徴
を
上
げ
る
と
、
人
間
の
死
後
の
天
国
・
地
獄
と

い
う
考
え
方
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
す
。
旧
約
聖
書
の
終
末
論
は
こ
の
世
の
終
わ
り
を
意
味
し
て

い
ま
せ
ん
。
物
質
世
界
が
終
わ
っ
て
、
非
物
質
的
な
霊
的
天
国
で
喜
び
を
得
る
、
と
い
う
発
想
は
な

い
の
で
す
。
人
が
す
べ
て
神
に
従
い
、世
界
秩
序
が
回
復
す
る
、神
が
導
く
平
和
な
世
界
が
現
出
す
る
、

と
い
う
の
が
ユ
ダ
ヤ
的
考
え
方
で
す
。
国
連
ビ
ル
に
刻
ま
れ
て
い
る
イ
ザ
ヤ
書
の
一
節
「
剣
を
打
ち

直
し
て
鋤
と
し
、
槍
を
打
ち
直
し
て
鎌
と
す
る
」（
旧
約
イ
ザ
ヤ
書
２
章
４
節
）
と
い
う
世
界
を
待
ち

望
む
、
と
い
う
の
が
ユ
ダ
ヤ
教
の
信
仰
で
す
。

第
４
回 

新
旧
約
聖
書
と
キ
リ
ス
ト
教
の
考
え
て
い
る
こ
と

２
０
１
７
年
２
月
13
日

旧
約
に
預
言
さ
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト

勉
強
会
は
前
回
か
ら
三
つ
の
一
神
教
そ
れ
ぞ
れ
の
「
啓
典
と
信
仰
」
に
つ
い
て
話
し
て
い
ま
す
。

第
４
回
は
「
新
旧
約
聖
書
と
キ
リ
ス
ト
教
」
で
す
。

ま
ず
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
か
ら
宣
教
、
そ
し
て
十
字
架
上
の
死
と
復
活
の
概
略
を
説
明
し
、

キ
リ
ス
ト
が
「
再
臨
」
す
る
、
つ
ま
り
再
び
降
っ
て
く
る
、
と
い
う
の
が
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
で

あ
る
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
救
世
主
（
キ
リ
ス
ト
）
の
姿
は
、
キ
リ
ス
ト
誕
生
以
前
に
完
結
し
て
い
る
旧
約
聖
書

に
た
び
た
び
預
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
旧
約
の
引
用
に
よ
っ
て
示
し
ま
し
た
。
重
要
な
の
は
、
ダ

ビ
デ
王
の
子
孫
か
ら
救
世
主
が
現
れ
る
、と
す
る
預
言
（
旧
約
サ
ム
エ
ル
記
７
章
１
１
〜
１
６
節
）
と
、

イ
ザ
ヤ
に
よ
る
詳
細
な
預
言
（
旧
約
イ
ザ
ヤ
書
９
章
５
〜
６
節
他
）
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

イ
ザ
ヤ
は
、
キ
リ
ス
ト
誕
生
の
８
０
０
年
も
前
の
預
言
者
で
す
が
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
刑
に
よ
る

死
の
意
味
ま
で
も
詳
し
く
預
言
し
て
い
ま
す
（
イ
ザ
ヤ
書
５
３
章
１
〜
１
２
節
）。
後
か
ら
誰
か
が
書

い
た
の
だ
と
い
う
説
が
あ
り
ま
し
た
が
、
１
９
４
５
年
に
発
見
さ
れ
、
紀
元
前
７
０
年
よ
り
前
の
も

の
と
確
認
さ
れ
た
「
死
海
文
書
」
に
イ
ザ
ヤ
書
の
こ
の
記
事
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、
８
０
０
年
前

の
預
言
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
た
ら
さ
れ
た
「
新
し
い
契
約
」

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
こ
の
よ
う
に
ユ
ダ
ヤ
教
の
枠
の
中
に
現
れ
て
い
て
、
彼
も
新
し
い
宗
教

を
打
ち
建
て
よ
う
と
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
改
革
者
で
し
た
。
彼
の
立
場
は
、
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「
新
し
い
契
約
」、
つ
ま
り
、
神
が
モ
ー
セ
に
与
え
た
「
古
い
契
約
」
で
は
な
い
新
し
い
神
の
啓
示
を

も
た
ら
す
、
と
い
う
も
の
で
す
。
旧
約
聖
書
の
エ
レ
ミ
ヤ
書
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
神
と
の
契
約
を
守
ら

な
か
っ
た
の
で
、
神
は
「
新
し
い
契
約
」
を
与
え
る
、
と
い
う
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
が
（
旧
約
エ

レ
ミ
ヤ
書
３
１
章
３
１
節
）、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
そ
の
「
新
し
い
契
約
」
な
の
で
す
。

で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
４
世
紀
に
確
立
し
た
「
使
徒
信
条
」
が
信
仰

の
基
本
で
あ
る
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
①
三
位
一
体
の
神
で
あ
る
こ
と
②
キ
リ
ス

ト
が
こ
の
世
に
実
在
し
、
十
字
架
刑
に
よ
っ
て
死
に
、
復
活
し
、
天
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
、
復
活
し
た

こ
と
③
再
臨
す
る
こ
と
④
聖
霊
を
信
じ
る
こ
と
、
な
ど
信
じ
る
べ
き
項
目
が
列
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
理
解
が
難
し
い
も
の
と
し
て
、
十
字
架
上
で
の
死
、
復
活
、

そ
し
て
再
臨
に
つ
い
て
詳
し
く
考
え
方
を
述
べ
ま
し
た
。

特
に
、
終
末
に
起
こ
る
と
さ
れ
る
再
臨
の
時
に
は
、「
死
者
が
ま
ず
復
活
し
、
生
き
て
い
る
も
の
が

空
中
に
掲
挙
さ
れ
、
栄
光
体
に
変
え
ら
れ
る
」（
新
約
Ⅰ
テ
サ
ロ
ニ
ケ
書
５
章
１
６
〜
１
７
節
）
と
新

約
聖
書
が
述
べ
て
い
る
と
、
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
霊
的
天
国
を
考
え
な
い
ユ
ダ
ヤ
教
の
終
末

論
と
は
大
き
な
違
い
で
す
。

パ
ウ
ロ
が
世
界
宗
教
確
立

ユ
ダ
ヤ
教
と
の
相
違
と
し
て
は
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
時
代
に
、
割
礼
、
食
事
規
定
と
い
っ
た
戒

律
を
守
る
必
要
が
な
い
と
決
め
た
こ
と
も
重
要
で
す
。
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
が
「
ユ
ダ
ヤ
教
の
一
つ

の
派
」
と
い
う
立
場
を
捨
て
る
分
岐
点
で
し
た
。

ま
た
、パ
ウ
ロ
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
徒
迫
害
者
が
神
キ
リ
ス
ト
の
声
を
聴
い
て
回
心
し
、異
邦
人
（
ユ

ダ
ヤ
人
で
な
い
人
た
ち
）
へ
の
宣
教
を
神
に
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。
パ
ウ

ロ
が
各
地
の
信
徒
に
送
っ
た
書
簡
が
新
約
聖
書
の
中
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
て
、
彼
が
キ
リ
ス

ト
教
の
理
論
体
系
を
作
り
上
げ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、
選
民
と
さ
れ
る
ユ
ダ
ヤ
人
を

ど
う
考
え
る
か
、
に
つ
い
て
は
、「
異
邦
人
が
救
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
が
妬
み
を
お
こ
し
、

そ
の
結
果
、
ユ
ダ
ヤ
人
も
救
わ
れ
る
」（
新
約
ロ
ー
マ
書
１
１
章
１
１
節
）
と
い
う
パ
ウ
ロ
の
理
論
を

説
明
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
理
論
に
基
づ
く
パ
ウ
ロ
の
宣
教
が
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
独
立
し
た
世
界
宗

教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
を
確
立
し
た
と
い
え
ま
す
。

「岩のドーム」。イスラムがエルサレムを占領（AD638）後に建設したモスク。
ムハンマドが夢の中で天に昇った場所とする。もともと、アブラハムが息子
イサクを犠牲として献げようとしたモリヤの山といわれ、ソロモン王が神殿を
建てた場所である。（「ISRAEL」。イスラエル政府観光局）

クルアーン冒頭の「開扉」の章。「慈
悲ふかく慈愛あまねきアッツラーの御
名において」と始まる。イスラム教徒
は毎日５回の礼拝で必ず読む。（「日亜
対訳クルアーン」中田考監修、作品社、
２０１４）

第
５
回 

ク
ル
ア
ー
ン
と
イ
ス
ラ
ム
の
考
え
て
い
る
こ
と

２
０
１
７
年
３
月
６
日

神
は
二
つ
の
「
大
い
な
る
国
民
」
を
約
束

第
３
回
か
ら
、
三
つ
の
一
神
教
そ
れ
ぞ
れ
の
「
経
典
と
信
仰
」
に
つ
い
て
話
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
「
ク
ル
ア
ー
ン
（
コ
ー
ラ
ン
）
と
イ
ス
ラ
ム
」
で
す
。

旧
約
聖
書
は
、
ア
ラ
ブ
民
族
の
祖
と
し
て
イ
シ
ュ
マ
イ
ル
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
エ

ジ
プ
ト
女
性
と
の
間
に
う
ま
れ
た
長
子
で
す
。
正
妻
と
の
間
に
そ
の
後
生
ま
れ
た
異
母
弟
イ
サ
ク
が

ユ
ダ
ヤ
人
の
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
が
、
イ
シ
ュ
マ
イ
ル
の
方
は
エ
ジ
プ
ト
人
を
妻
に
迎
え
て

ア
ラ
ブ
民
族
の
流
れ
を
作
る
の
で
す
。
神
は
、ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
対
し
て
、こ
の
二
つ
の
民
族
と
も
に「
大

い
な
る
国
民
と
す
る
」（
旧
約
創
世
記
１
２
章
２
節
、
１
７
章
２
０
節
）
と
約
束
し
ま
す
。
民
族
的
に

同
根
で
あ
る
こ
と
は
ク
ル
ア
ー
ン
も
認
め
て
い
ま
す
。

ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
メ
ッ
カ
神
殿
を
建
てv

た
？

宗
教
的
に
よ
り
重
要
な
の
は
、ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
イ
ス
マ
イ
ー
ル
（
イ
シ
ュ
マ
イ
ル
の
ア
ラ
ブ
語
表
現
）

の
二
人
が
メ
ッ
カ
の
カ
ー
バ
神
殿
の
礎
石
を
打
ち
立
て
、
ア
ッ
ラ
ー
に
捧
げ
、
二
人
が
ア
ッ
ラ
ー
に

帰
依
し
た
と
ク
ル
ア
ー
ン
が
書
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
歴
史
的
事
実
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、

イ
ス
ラ
ム
は
今
か
ら
４
０
０
０
年
も
前
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
い
た
時
代
に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
宗
教
的
に
も
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
と
同
様
に
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
つ
な
が
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
（
モ
ハ
メ
ッ
ト
）
が
Ａ
Ｄ
６
１
０
年
頃
、
洞
窟
で
瞑
想
し
て
い
て
大

天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
か
ら
啓
示
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ム
が
始
ま
り
ま
す
。
ム
ハ
ン
マ
ド
は

ア
ラ
ブ
人
の
中
の
ク
ラ
イ
シ
ュ
族
の
一
人
と
し
て
メ
ッ
カ
に
生
ま
れ
た
の
で
す
が
、
多
神
教
を
信
じ

る
ク
ラ
イ
シ
ュ
族
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、メ
デ
ィ
ナ
に
移
り
ま
す
。最
終
的
に
は
メ
ッ
カ
を
征
服
し
、

メ
ッ
カ
の
多
神
教
神
殿
を
イ
ス
ラ
ム
の
神
殿
と
し
ま
す
。
今
も
世
界
中
か
ら
何
百
万
人
と
い
う
巡
礼

が
行
く
と
こ
ろ
で
す
。

イ
ス
ラ
ム
の
信
仰
は
「
六
信
五
行
」
と
い
い
ま
す
。
神
、
天
使
、
教
典
、
預
言
者
、
来
世
、
天
命

の
六
つ
を
信
じ
る
こ
と
、
信
仰
告
白
、
礼
拝
、
断
食
、
喜
捨
、
巡
礼
の
五
つ
を
行
う
こ
と
。
こ
れ
が

信
徒
の
守
る
べ
き
義
務
で
す
。「
行
い
」
を
求
め
る
点
で
は
戒
律
を
守
る
ユ
ダ
ヤ
教
と
近
い
と
い
え
ま

す
。
神
を
信
じ
る
こ
と
の
み
を
求
め
る
「
信
仰
義
認
」
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
と
は
違

い
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
六
信
五
行
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
が
、
重
要
な
点
を
記
載
し
ま
す
。

ア
ッ
ラ
ー
は
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｇ
ｏ
ｄ

イ
ス
ラ
ム
の
神
は
ア
ッ
ラ
ー
と
い
い
ま
す
が
、
ア
ッ
ラ
ー
は
普
通
名
詞
の
神
に
定
冠
詞
が
つ
い
た

も
の
で
、「
神
様
」
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
点
。
第
２
回
の
勉
強
会
で
「
神
の
名
」
が
重
要
だ
と
い
う

話
を
し
ま
し
た
が
、
三
つ
の
一
神
教
を
考
え
て
行
く
上
で
こ
の
こ
と
は
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
し
て
最
大
の
預
言
者
は
ム
ハ
ン
マ
ド
と
し
て
い
ま
す
が
、
新
旧
約
聖
書
の
預
言
者
が
２
５

人
も
ク
ル
ア
ー
ン
に
登
場
し
ま
す
。
中
で
も
、
ノ
ア
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
モ
ー
セ
、
イ
エ
ス
（
ア
ラ
ビ

ア
語
で
は
イ
ー
サ
ー
）
は
イ
ス
ラ
ム
に
と
っ
て
も
重
要
な
預
言
者
で
す
。
こ
の
こ
と
を
ユ
ダ
ヤ
教
、

キ
リ
ス
ト
教
の
人
々
が
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

特
に
イ
エ
ス
に
つ
い
て
は
、
神
が
マ
リ
ヤ
に
息
を
吹
き
込
ん
だ
と
い
う
誕
生
物
語
が
ク
ル
ア
ー
ン

に
詳
し
く
書
か
れ
、「
メ
シ
ア
」
と
も
表
現
さ
れ
ま
す
。
イ
エ
ス
が
神
で
あ
る
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
の

考
え
を
認
め
ま
せ
ん
が
、
十
字
架
刑
に
よ
っ
て
死
ん
だ
こ
と
を
否
定
し
、
神
が
傍
に
引
き
上
げ
た
の

だ
と
い
う
理
解
（
ク
ル
ア
ー
ン
４
章
１
５
８
節
）
を
し
て
い
ま
す
。
神
が
他
の
預
言
者
と
異
な
る
特

別
の
扱
い
を
し
た
と
評
価
し
て
い
る
の
で
す
。
ク
ル
ア
ー
ン
が
イ
エ
ス
を
ど
う
見
て
い
る
か
、
に
つ

い
て
も
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
は
か
な
り
の
誤
解
が
広
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
ク

ル
ア
ー
ン
を
読
ん
で
ひ
ず
み
の
な
い
理
解
を
持
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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神
は
迷
わ
せ
る
こ
と
も

イ
ス
ラ
ム
の
考
え
る
来
世
に
つ
い
て
、
ま
た
、
人
は
神
の
御
心
次
第
で
信
仰
に
は
い
る
こ
と
も
あ

れ
ば
、迷
い
の
道
を
さ
ま
よ
い
つ
づ
け
る
こ
と
も
あ
る
、と
い
う
天
命
の
考
え
方
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

五
行
の
中
で
は
断
食
が
重
要
で
す
。
ユ
ダ
ヤ
教
に
も
断
食
は
あ
り
ま
す
が
、
イ
ス
ラ
ム
の
要
求
す

る
１
か
月
の
断
食
は
重
い
も
の
で
す
。
熱
帯
で
の
断
食
は
「
神
を
畏
れ
か
し
こ
む
気
持
ち
」
を
育
む

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、大
切
な
の
は
貧
し
い
人
な
ど
に
寄
付
を
す
る
喜
捨
（
ザ
カ
ー
ド
）
で
、

こ
れ
は
貧
富
の
格
差
の
な
い
平
等
社
会
を
め
ざ
す
イ
ス
ラ
ム
の
特
色
で
す
。

「
六
信
五
行
」
の
外
に
も
イ
ス
ラ
ム
の
務
め
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
食
事
規
定
。
昨
今
も
、
イ
ス
ラ

ム
の
食
事
規
定
を
守
る
た
め
の
「
ハ
ラ
ル
認
証
」
と
い
う
も
の
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ユ
ダ
ヤ

教
の
食
事
規
定
（
コ
ー
シ
ャ
）
と
く
ら
べ
る
と
単
純
で
、
ク
ル
ア
ー
ン
は
面
倒
な
こ
と
を
要
求
し
て

い
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
か
、金
利
禁
止
や
男
女
関
係
に
関
す
る
事
項
も
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、ジ
ハ
ー
ド
（
聖
戦
）

に
関
し
て
、
ク
ル
ア
ー
ン
に
は
「
無
信
仰
者
た
ち
や
似
非
信
者
ど
も
を
敵
と
し
て
あ
く
ま
で
戦
え
」

（
ク
ル
ア
ー
ン
９
章
７
４
節
）「
和
平
和
平
と
騒
い
で
は
な
ら
ぬ
。
お
前
た
ち
の
方
が
き
っ
と
勝
つ
」

（
ク
ル
ア
ー
ン
４
７
章
３
７
節
）
な
ど
と
書
い
て
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
ム
ハ
ン

マ
ド
在
世
中
の
戦
い
は
小
競
り
合
い
的
な
小
規
模
の
戦
い
で
あ
っ
た
こ
と
も
説
明
し
ま
し
た
。

第
６
回　

三
宗
教
は
ど
の
よ
う
に
争
っ
て
き
た
か

２
０
１
７
年
４
月
３
日

「
神
殺
し
」
は
間
違
い

第
６
回
は
、
三
つ
の
一
神
教
が
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
争
っ
て
き
た
か
、
そ
の
事
実
関
係
を
振
り

返
る
こ
と
に
し
ま
す
。

ロ
ー
マ
皇
帝
が
Ａ
Ｄ
３
１
３
年
に
キ
リ
ス
ト
教
を
公
認
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が

ユ
ダ
ヤ
教
徒
を
迫
害
す
る
形
で
、
一
神
教
同
士
の
紛
争
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
キ

リ
ス
ト
の
十
字
架
刑
に
あ
り
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
を
「
十
字
架
に
つ
け
ろ
」（
新
約
マ
タ
イ
２
７
章
２
３

節
）
と
要
求
し
た
の
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
て
、
彼
ら
が
「
そ
の
血
の
責
任
は
、
我
々
と
子
孫
に
あ
る
」

（
マ
タ
イ
２
７
章
２
５
節
）
と
言
っ
た
と
新
約
聖
書
に
書
い
て
あ
る
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
は

ユ
ダ
ヤ
人
を
「
神
殺
し
」
と
し
て
迫
害
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ユ
ダ
ヤ
人
を
「
神
殺
し
」
と
す
る
考
え
方
は
間
違
っ
て
い
る
の
で
す
。
キ
リ
ス
ト
は
人
類
の
罪
を

あ
が
な
う
た
め
に
、
自
分
の
命
を
犠
牲
（
い
け
に
え
）
と
し
て
捧
げ
た
の
で
す
か
ら
、「
十
字
架
に
つ

け
ろ
」
と
叫
ん
だ
ユ
ダ
ヤ
人
は
神
の
計
画
を
進
め
る
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
す
。
キ
リ

ス
ト
自
身
が
「
成
し
遂
げ
ら
れ
た
」（
新
約
ヨ
ハ
ネ
１
９
章
３
０
節
）
と
言
っ
て
息
を
引
き
取
っ
た
と

聖
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
証
明
で
き
ま
す
。
２
０
０
０
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、

ロ
ー
マ
法
王
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
謝
罪
の
ミ
サ
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、旧
約
聖
書
は
、金
利
禁
止
を
規
定
し
て
い
ま
す
（
旧
約
出
エ
ジ
プ
ト
記
２
２
章
２
４
節
）
が
、

神
は
「
わ
た
し
の
民
」（
同
）
か
ら
金
利
を
取
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
の
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
ユ

ダ
ヤ
教
徒
も
、
神
が
「
わ
た
し
の
民
」
と
い
う
の
は
自
分
た
ち
の
こ
と
、
と
考
え
ま
す
。
従
っ
て
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
同
士
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
同
士
は
金
利
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
キ
リ
ス
ト

教
徒
に
金
を
貸
し
て
金
利
を
取
る
の
は
神
が
許
し
て
い
る
、と
双
方
と
も
考
え
る
の
で
す
。そ
の
結
果
、

ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
も
っ
ぱ
ら
金
融
業
を
担
当
し
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
利
子
負
担
に
苦
し
む
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
ユ
ダ
ヤ
人
憎
悪
の
も
う
一
つ
の
根
が
あ
り
ま
す
。

十
字
軍
、
レ
コ
ン
キ
ス
タ
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
‥
‥

エ
ル
サ
レ
ム
を
イ
ス
ラ
ム
か
ら
奪
い
返
す
と
い
う
十
字
軍
（
Ａ
Ｄ
１
０
９
６
〜
１
２
９
１
年
）
は

ユ
ダ
ヤ
人
を
も
大
量
に
殺
害
し
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
ム
が
支
配
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
を
キ
リ
ス
ト
教
側

が
奪
回
す
る
レ
コ
ン
キ
ス
タ
（
国
土
回
復
運
動
。
Ａ
Ｄ
１
０
３
１
〜
１
４
９
２
）
に
よ
っ
て
、
イ
ス

ラ
ム
教
徒
と
と
も
に
ユ
ダ
ヤ
教
徒
も
ス
ペ
イ
ン
か
ら
追
放
さ
れ
た
り
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
を
迫

ら
れ
ま
し
た
。
あ
ち
こ
ち
の
国
が
ユ
ダ
ヤ
人
を
追
放
し
、
ゲ
ッ
ト
ー
と
い
う
隔
離
地
区
に
ユ
ダ
ヤ
人

を
押
し
込
め
ま
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
子
供
を
殺
す
と
か
、
ペ
ス
ト
の
原
因
は
ユ
ダ

ヤ
人
だ
と
か
、
間
違
っ
た
非
難
が
浴
び
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ユ
ダ
ヤ
教
徒
迫
害
の
頂
点
と
な
っ
た
の
は
ナ
チ
ス
に
よ
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
（
Ａ
Ｄ
１
９
４
２
〜

１
９
４
５
）
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
が
６
０
０
万
人
も
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
背

景
に
は
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
対
す
る
長
年
の
憎
悪
が
あ
り
ま
す
。

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
戦
い
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
ム
ハ
ン
マ
ド
在
世
中
に
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
の
戦
い
が

あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
小
規
模
の
戦
い
で
す
。
イ
ス
ラ
ム
は
短
期
間
に
広
大
な
地
域
を

支
配
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
人
頭
税
と
い
う
税
を
払
う
形
で
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と

共
存
し
て
い
ま
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
国
を
失
っ
て
い
ま
す
か
ら
戦
争
は
で
き
な
い
の
で
す
。
キ
リ
ス

ト
教
徒
と
の
大
き
な
戦
い
は
、
十
字
軍
と
ス
ペ
イ
ン
で
の
レ
コ
ン
キ
ス
タ
で
す
。

中
東
紛
争
は
宗
教
戦
争
か

問
題
が
複
雑
化
す
る
の
は
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
で
す
。
当
時
イ
ス
ラ
ム
の
支
配
者
で
あ
っ
た
オ

ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
が
ド
イ
ツ
と
同
盟
し
て
い
た
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
が
ト
ル
コ
攻
略
を
進
め
ま
す
。

そ
の
方
策
と
し
て
、
ト
ル
コ
に
対
す
る
ア
ラ
ブ
の
反
乱
を
仕
掛
け
ま
す
。
そ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
は
不
思

議
な
こ
と
に
「
三
枚
舌
外
交
」
を
や
り
ま
す
。
ア
ラ
ブ
に
対
し
て
は
中
東
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
の
独
立

国
家
建
設
を
約
束
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
と
は
、
中
東
を
分
割
す
る
「
サ
イ
ク
ス
・
ピ
コ
協
定
」
を
結
ぶ
。

ユ
ダ
ヤ
人
に
は
「
民
族
郷
土
」
建
設
を
認
め
る
バ
ル
フ
ォ
ア
宣
言
を
与
え
る
。
同
じ
地
域
に
矛
盾
す

る
三
つ
の
約
束
（
Ａ
Ｄ
１
９
１
５
〜
１
９
１
７
）
を
す
る
の
で
す
。
こ
れ
が
そ
れ
以
降
の
中
東
紛
争

の
基
本
原
因
に
な
り
ま
し
た
。

国
連
決
議
に
し
た
が
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
が
建
国
（
Ａ
Ｄ
１
９
４
８
）
さ
れ
る
と
直
ち
に
第
一
次
中

東
戦
争
が
始
ま
り
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア
ラ
ブ
は
４
回
も
戦
闘
を
交
え
る
の
で
す
。
未
だ
に
中
東

紛
争
は
解
決
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
と
以
降
で
は
状
況
が
違
い
ま
す
。
現
在
の
中

東
を
巡
る
戦
い
、
紛
争
は
宗
教
上
の
理
由
で
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
宗
教
の
違
い
が
背
景
に
あ
る
と
し
て
も
、
紛
争
の
主
た
る
原
因
は
国
際
政
治

の
問
題
と
い
う
べ
き
で
す
。

第
７
回　

和
解
と
一
致
は
可
能
か

２
０
１
７
年
４
月
24
日

ユ
ダ
ヤ
人
が
妬
み
を
起
こ
す
ま
で

「
一
神
教
の
も
つ
れ
た
糸
は
ほ
ぐ
せ
る
か
」
の
最
終
回
で
す
。
紛
争
を
繰
り
返
し
て
来
た
三
つ
の
一

神
教
が
一
致
・
共
生
す
る
こ
と
が
可
能
か
、
が
最
終
回
の
テ
ー
マ
で
す
。
そ
の
観
点
か
ら
旧
約
、

新
約
聖
書
、
ク
ル
ア
ー
ン
に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
言
を
検
討
し
ま
す
。

ま
ず
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
典
で
あ
る
旧
約
聖
書
が
ど
う
書
い
て
い
る
か
。
こ
れ
ま
で
も
説
明
し
て
い

る
よ
う
に
、
旧
約
聖
書
に
は
キ
リ
ス
ト
が
い
ず
れ
出
現
す
る
と
い
う
「
キ
リ
ス
ト
預
言
」
が
い
く
つ

も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
が
、そ
れ
ま
で
の
契
約
（
旧
約
聖
書
の
内
容
）
で
は
な
い
「
新
し
い
契
約
」

を
与
え
る
、
と
明
確
に
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、「
新
し
い
契
約
」
が
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
と
す
る
の
が
キ
リ
ス
ト

教
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
の
理
論
を
確
立
し
た
パ
ウ
ロ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
異
邦
人
（
非
ユ
ダ
ヤ
人
）
に

区
別
は
な
く
、
唯
一
人
の
神
が
す
べ
て
の
人
を
祝
福
す
る
、
と
し
ま
し
た
。
す
で
に
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
イ
エ
ス
を
拒
否
し
た
結
果
、
異
邦
人
に
神
の
救
い
が
及
ぶ
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

を
見
て
神
の
選
民
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
が
「
ね
た
み
」
を
起
こ
し
（
新
約
ロ
ー
マ
書
Ⅰ
１
章
１
１
節
）、

最
終
的
に
ユ
ダ
ヤ
人
を
含
む
す
べ
て
の
人
が
救
わ
れ
る
、
と
い
う
の
が
パ
ウ
ロ
の
考
え
た
こ
と
で
す
。

キ
リ
ス
ト
教
は
、
中
世
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
を
差
別
、
迫
害
し
て
き
ま
し
た
が
、
１
９
６
１
年
に
ロ
ー

マ
法
王
が
開
い
た
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
で
、
そ
の
誤
り
を
認
め
ま
し
た
。

イ
エ
ス
を
神
が
天
に
引
き
上
げ
た

で
は
、
イ
ス
ラ
ム
は
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
。
イ
ス
ラ
ム
の
教
典

ク
ル
ア
ー
ン
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
ユ
ダ
ヤ
の
す
べ
て
の
預
言
者
と
イ
エ
ス
に
下
さ
れ

た
神
の
啓
示
を
認
め
、
そ
れ
を
信
じ
る
（
ク
ル
ア
ー
ン
３
章
７
８
節
）、
と
い
う
こ
と
を
明
示
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
す
。
ム
ハ
ン
マ
ド
は
ユ
ダ
ヤ
人
と
戦
い
も
し
ま
し
た
が
、
ユ

ダ
ヤ
人
が
選
民
と
し
て
神
か
ら
特
別
の
扱
い
を
受
け
た
こ
と
も
認
め
て
い
ま
す
。

イ
エ
ス
に
関
し
て
は
、イ
エ
ス
は
マ
リ
ヤ
が
神
か
ら
託
さ
れ
た
「
御
言
葉
」（
ロ
ゴ
ス
）（
ク
ル
ア
ー

ン
４
章
１
６
９
節
）
で
あ
り
、
ま
た
イ
エ
ス
は
「
現
世
で
も
来
世
で
も
高
い
ほ
ま
れ
を
受
け
、
神
の

傍
近
き
座
に
つ
く
」（
ク
ル
ア
ー
ン
３
章
４
０
節
）
と
書
い
て
い
て
、
預
言
者
の
中
で
も
特
別
な
扱
い

を
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
イ
エ
ス
を
神
と
す
る
考
え
は
拒
否
し
ま
す
。
ユ
ダ
ヤ
人
が
イ
エ
ス
を
殺
し
た
、
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
、そ
れ
を
否
定
し
「
神
が
お
そ
ば
近
く
に
引
き
上
げ
た
」（
ク
ル
ア
ー
ン
４
章
１
５
８
節
）

の
だ
と
し
ま
す
。

最
後
の
審
判
で
神
が
解
決
す
る

イ
ス
ラ
ム
の
基
本
は
、ユ
ダ
ヤ
教
の
神
も
、キ
リ
ス
ト
教
の
神
も
、イ
ス
ラ
ム
が
信
仰
す
る
ア
ッ
ラ
ー

と
同
一
の
神
で
あ
る
、
と
い
う
立
場
で
す
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
こ
う
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。「
ア
ッ
ラ
ー
の
こ
と
で
我
々
と
言
い
争
い
を
し
よ
う
と
い
う
の
か
。
ア
ッ
ラ
ー
は
我
々
の
神
で

も
あ
れ
ば
、
お
前
た
ち
の
神
様
で
も
あ
る
の
に
」（
ク
ル
ア
ー
ン
２
章
１
３
３
節
）。「
ア
ッ
ラ
ー
さ
え
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そ
の
気
に
な
り
給
え
ば
、お
前
た
ち
全
部
を
一
個
の
宗
派
に
し
て
し
ま
う
こ
と
も
お
で
き
に
な
る
」（
ク

ル
ア
ー
ン
１
６
章
９
５
節
）。「
い
ず
れ
復
活
の
日
（
最
後
の
審
判
）
に
ア
ッ
ラ
ー
が
彼
ら
の
論
争
に

判
決
を
お
下
し
に
な
る
」（
ク
ル
ア
ー
ン
２
章
１
０
７
節
）。

最
後
の
審
判
の
時
に
は
、
神
が
自
ら
判
断
を
下
さ
れ
る
か
ら
「
言
い
争
い
を
す
る
こ
と
は
な
い
」

と
書
い
て
い
る
こ
と
は
、
大
切
な
視
点
で
し
ょ
う
。

識
者
た
ち
も
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
哲
学
者
、

ア
ン
ド
レ
・
シ
ュ
ラ
キ
。
こ
の
人
は
旧
約
、
新
約
と
ク
ル
ア
ー
ン
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
を
行
っ
た
人
で
す
。

彼
は
「
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
仲
た
が
い
の
真
因
を
思
想
的
次
元
に
求
め
る
の
は
根
拠
が
な
い
」

（
ア
ン
ド
レ
・
シ
ュ
ラ
キ
『
ユ
ダ
ヤ
思
想
』）
と
い
い
ま
す
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
孤
立
し
、
外
界
と
絶
縁

し
て
長
い
世
紀
を
生
き
延
び
て
き
た
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
教
も
イ
ス
ラ
ム
も
ほ
と
ん
ど
検
討
も
加
え

ず
に
退
け
た
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
知
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
争
い
の
原
因
、
と
い
う

主
張
で
す
。

教
え
の
中
心
に
違
い
は
な
い

イ
ン
ド
出
身
の
イ
ス
ラ
ム
学
者
、
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ク
ラ
ム
・
ナ
ド
ウ
ィ
ー
は
こ
の
よ
う
に
言
い

ま
す
。
三
つ
の
一
神
教
は
「
中
心
の
教
え
に
違
い
は
な
い
。
そ
れ
は
神
を
信
じ
よ
、
と
い
う
教
え
だ
」

「
中
世
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
他
の
一
神
教
信
仰
と
の
境
界
を
先
鋭
化
し
た
」（
カ
ー
ラ
・
パ
ワ
ー
『
コ
ー

ラ
ン
に
は
本
当
は
何
が
書
か
れ
て
い
た
か
？
』）
と
。
そ
し
て
、
宗
教
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
自
分

の
属
す
る
集
団
、
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
、
信
仰
は
帰
属
で
は
な
い
、
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
宗
教
を
少
し
離
れ
て
、
世
俗
的
観
点
を
取
り
上
げ
る
と
、
ユ
ダ
ヤ
系
で
フ
ラ
ン
ス
の
経
済

学
者
、
政
治
家
で
あ
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ
リ
は
概
略
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
イ
ス
ラ
エ
ル
が

中
東
に
お
け
る
西
欧
の
飛
び
地
の
よ
う
な
形
で
生
き
延
び
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
長
い
全
面
戦
争
に

な
れ
ば
シ
オ
ニ
ズ
ム
は
終
焉
を
迎
え
る
。
ア
ラ
ブ
が
夢
見
る
経
済
統
一
が
平
和
の
た
め
に
不
可
欠
で

あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
Ｅ
Ｕ
的
な
『
中
東
連
合
』
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
中
東
の
中
で
共
通
の
生
活

様
式
や
混
合
婚
に
よ
っ
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
う
」（
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ
リ
『
ユ
ダ
ヤ
人
、
世

界
と
貨
幣
』）。

国
際
情
勢
か
ら
見
る
場
合
も
、
三
つ
の
一
神
教
は
お
互
い
の
差
異
を
先
鋭
化
し
な
い
方
向
に
進
む

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
に
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
集
会
に
た
く
さ
ん
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
来
る

と
か
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
大
学
で
新
約
聖
書
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
か
、
と
い
っ
た
変
化
が
起
こ
っ

て
き
て
い
ま
す
。

「嘆きの壁」と「岩のドーム」。手前にある石の壁がローマ軍によって破壊されたユダヤ教
神殿の石壁。ユダヤ人の祈りの場となっている聖地。後ろにある金のドームが、ムハンマ
ドが夢の中で天に上ったというイスラムの聖地「岩のドーム」。（秋山哲撮影）
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第
２
部

「
神
と
人
間
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
か
」

第
２
部
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

同
じ
神
を
信
じ
る
「
啓
典
の
民
」

私
は
２
０
１
６
年
１
０
月
か
ら
２
０
１
７
年
４
月
に
か
け
て
、「
一
神
教
の
も
つ
れ
た
糸
は
ほ
ぐ
せ

る
か
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、７
回
連
続
の
小
勉
強
会
を
開
き
ま
し
た
。
大
変
大
勢
の
会
員
の
方
々
が
、

毎
回
熱
心
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
な
こ
と
で
し
た
。

デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
事
務
局
か
ら
の
お
す
す
め
も
あ
っ
て
、
今
回
は
「
神
と
人
間
は
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
き
た
か
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
、
つ
ま
り
、
一
神
教
の
考
え
る
神
と
人
間
の
関
係
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、と
い
う
小
勉
強
会
を
開
き
ま
す
。前
回
の
小
勉
強
会
の
延
長
線
上
と
い
え
ま
す
が
、

一
神
教
の
神
と
人
間
の
関
係
を
様
々
な
側
面
か
ら
考
え
る
と
い
う
内
容
で
す
。
こ
れ
を
考
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
一
神
教
の
考
え
る
神
の
姿
が
明
確
に
な
り
ま
す
。
不
安
定
な
世
の
中
に
あ
っ
て
、
神
と

人
間
が
ど
の
よ
う
に
し
て
良
い
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

前
回
の
勉
強
会
で
し
っ
か
り
と
お
話
を
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
旧
約
聖
書
を
教
典
と
す
る
ユ
ダ
ヤ

教
、
新
約
・
旧
約
聖
書
を
教
典
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
、
さ
ら
に
、
ク
ル
ア
ー
ン
を
教
典
と
す
る
イ
ス

ラ
ム
の
信
じ
て
い
る
神
は
別
々
の
神
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
一
人
の
神
で
す
。

同
じ
一
人
の
神
、
明
確
に
言
え
ば
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
信
じ
た
神
」
で
す
。

ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
最
初
の
信
徒
と
い
え
ま
す
か
ら
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
神
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム

が
信
じ
た
神
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
と
、
そ
の
子
キ
リ

ス
ト
、
聖
霊
が
「
三
位
一
体
」
と

な
っ
た
一
つ
の
神
で
す
。
イ
ス
ラ
ム

の
神
は
ア
ッ
ラ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
ク
ル
ア
ー
ン
は
、
ア
ブ
ラ
ハ

ム
の
信
じ
た
神
を
ア
ッ
ラ
ー
と
い
っ

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒

も
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
ア
ッ
ラ
ー
を
信

じ
て
い
る
、
同
じ
神
か
ら
の
啓
示
を

受
け
て
い
る
「
啓
典
の
民
」
で
あ
る
、

と
い
う
の
が
イ
ス
ラ
ム
の
基
本
と

な
っ
て
い
る
考
え
で
す
。

聖
書
も
読
ん
で
い
な
か
っ
た
十
字
軍
騎
士

同
じ
神
を
信
じ
て
い
る
三
つ
の
宗
教
が
な
ぜ
歴
史
を
通
じ
て
抗
争
し
て
来
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は

相
互
無
知
が
原
因
で
す
。
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
が
印
刷
術
を
発
明
す
る
１
５
世
紀
ま
で
、
写
本
に
よ
っ

て
聖
書
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
ほ
ん
の
一
握
り
の
聖
職
者
だ
け
で
し
た
。
十
字
軍
の
騎
士
た
ち

は
聖
書
も
ク
ル
ア
ー
ン
も
読
ま
な
い
ま
ま
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
や
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
攻
撃
し
、
殺
戮
し

た
の
で
す
。
無
知
の
悲
劇
で
す
。

今
も
、
世
界
の
非
イ
ス
ラ
ム
圏
で
ク
ル
ア
ー
ン
を
読
ん
で
い
る
人
が
ど
の
く
ら
い
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
日
本
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
読
ん
で
い
ま
せ
ん
。
世
界
中
の
非
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
、
政
治

指
導
者
を
含
め
て
、
イ
ス
ラ
ム
が
ど
う
い
う
宗
教
か
、
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
知
ら
ず
に
、
イ
ス

ラ
ム
に
対
し
て
恐
怖
感
を
抱
き
、
嫌
悪
し
て
い
る
の
で
す
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
反
作
用
と
し
て
の
テ
ロ
を
呼
び
起
こ
し
ま
す
。

差
異
の
先
鋭
化
が
進
む

一
方
、
イ
ス
ラ
ム
は
時
代
的
に
は
遅
れ
て
出
発
し
た
宗
教
集
団
で
す
か
ら
、
先
行
す
る
二
つ
の
同

根
宗
教
と
の
差
別
化
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
立
が
急
務
で
し
た
。
そ
こ
で
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト

教
と
の
差
異
の
先
鋭
化
が
進
み
、
融
和
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
に
、
ア
ラ
ビ
ア
語
以

外
の
ク
ル
ア
ー
ン
を
教
典
と
し
て
認
め
な
い
、
基
本
的
に
翻
訳
を
認
め
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
広
大

な
非
ア
ラ
ビ
ア
語
圏
を
含
む
イ
ス
ラ
ム
圏
に
本
当
の
ク
ル
ア
ー
ン
の
教
え
が
浸
透
し
て
い
る
の
か
ど

う
か
、
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
こ
ん
が
ら
が
っ
た
国
際
政
治
問
題
が
い
く
つ
も
あ
っ
て
、
糸
は
も
つ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
す
。

私
は
、
イ
ス
ラ
ム
を
擁
護
す
る
立
場
に
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
先
に
説
明
し
て
い

る
よ
う
に
、
新
聞
記
者
と
し
て
、
最
大
イ
ス
ラ
ム
人
口
を
抱
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
３
年
間
駐
在
し
、

１
９
７
９
年
に
イ
ラ
ン
で
起
こ
っ
た
ホ
メ
イ
ニ
革
命
直
後
に
イ
ス
ラ
ム
諸
国
を
回
っ
て
取
材
し
た
と

い
う
経
験
か
ら
イ
ス
ラ
ム
に
つ
い
て
い
く
ら
か
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
日
本
イ
ス
ラ
エ
ル
親
善
協
会
と
い
う
公
益
社
団
法
人
の
運
営
に
長
く
関
わ
り
ま
し
た
の
で
、

ユ
ダ
ヤ
教
に
関
し
て
も
そ
れ
な
り
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
イ
ス
ラ
ム
に
つ
い
て
、
ま
た

ユ
ダ
ヤ
教
に
つ
い
て
知
識
の
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
三
つ
の
一
神
教
の
関
わ
っ
て
き
た
新
聞
記
者
と

い
う
立
場
で
、
皆
さ
ん
に
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
す
。
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真
性
の
神
に
ひ
れ
伏
す

も
ち
ろ
ん
私
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
信
仰
は
揺
ら
い
で
は
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
お
話
を

す
る
課
程
で
信
仰
は
よ
り
確
固
た
る
も
の
に
な
っ
た
、
と
っ
て
も
よ
い
ぐ
ら
い
で
す
。

私
は
こ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
信
じ
て
い
る
の
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
示
さ
れ
た
三
位
一
体
の

神
で
す
。
こ
の
神
が
真
実
の
神
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒
も
イ
ス
ラ
ム
信
徒
も
三
位

一
体
の
神
を
認
め
ま
せ
ん
が
、
三
つ
の
宗
教
は
い
ず
れ
も
「
神
が
来
る
」、
神
が
こ
の
世
に
現
れ
る
こ

と
を
信
じ
て
い
る
の
で
す
。
従
っ
て
、
神
が
来
ら
れ
た
時
に
は
真
性
の
神
が
ど
な
た
か
、
そ
れ
は
は
っ

き
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
の
は
、「
は
じ
め
に
」
で
書
い
た
使
徒
パ
ウ
ロ
の
前
例
が
あ
る
か
ら
で
す
。

熱
心
な
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
あ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
迫
害
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
パ
ウ
ロ
が
、
迫
害

を
す
る
た
め
に
出
か
け
た
ダ
マ
ス
コ
門
外
で
「
な
ぜ
、
わ
た
し
を
迫
害
す
る
の
か
」
と
い
う
天
か
ら
の

声
を
聞
き
ま
す
（
新
約
使
徒
言
行
録
９
章
４
節
）。「
ど
な
た
で
す
か
」
と
問
う
パ
ウ
ロ
に
「
あ
な
た
が

迫
害
し
て
い
る
イ
エ
ス
で
あ
る
」（
同
５
節
）
と
答
え
が
帰
っ
て
来
る
の
で
す
。
真
性
の
神
が
イ
エ
ス

で
あ
る
と
分
か
っ
た
パ
ウ
ロ
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
に
邁
進
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

私
の
信
じ
て
い
る
神
と
違
う
神
が
現
れ
た
ら
、
別
の
神
で
あ
っ
た
な
ら
、
私
も
真
性
の
神
の
前
に
ひ

れ
伏
し
ま
す
。
し
か
し
、私
の
神
が
真
性
の
神
で
あ
り
、そ
れ
が
終
末
の
と
き
に
は
っ
き
り
確
認
で
き
る
、

ユ
ダ
ヤ
教
徒
も
イ
ス
ラ
ム
信
徒
も
、
皆
そ
の
神
の
前
に
ひ
れ
伏
す
、
そ
の
こ
と
を
信
じ
て
、
神
の
出
現
、

再
臨
を
待
ち
望
ん
で
い
る
、
こ
れ
が
私
の
揺
れ
な
い
立
場
で
す
。

２０１７年１１月７日（金）１３：３０から１５：３０まで、大手町に移転した
ＤＦオフィスに隣接するＤＦ共有会議室で１３名が参加して、第２部「神と人
間はどのように関わってきたか」の第１回目が開催された。

第
１
回　

罪
と
は
何
か

２
０
１
７
年
11
月
７
日

聖
書
は
永
遠
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

第
１
回
の
テ
ー
マ
は
「
罪
と
は
何
か
」
で
す
が
、
話
に
入
る
前
に
、
前
回
の
勉
強
会
で
お
話
し
た

聖
書
に
つ
い
て
、
い
く
ら
か
の
補
足
を
し
ま
す
。

「
聖
書
は
永
遠
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
発
行
部
数
は
、
数
字
の
取
り
方
に
よ
る
の
で

し
ょ
う
が
、
１
８
１
５
年
か
ら
１
９
９
８
年
の
間
に
３
８
８
０
億
冊
発
行
さ
れ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

２
０
０
０
年
の
一
年
間
で
も
６
億
６
０
０
０
万
冊
が
全
世
界
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
ル
ア
ー
ン

と
違
っ
て
、
ど
の
言
語
に
翻
訳
し
て
も
聖
書
は
聖
書
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
翻
訳
さ
れ

て
い
る
言
葉
は
２
５
０
０
語
に
の
ぼ
る
そ
う
で
す
。

キ
リ
ス
ト
教
信
徒
数
が
少
な
い
日
本
で
も
、
日
本
聖
書
協
会
の
調
べ
で
は
、
１
８
７
４
年
か
ら

２
０
０
４
年
の
間
に
３
億
５
０
０
０
万
部
、
販
売
ま
た
は
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

ク
ル
ア
ー
ン
も
、
８
億
冊
発
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
数
字
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
ア
ラ
ビ
ア
語

で
な
け
れ
ば
聖
典
と
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
聖
書
ほ
ど
大
量
に
発
行
さ
れ
た
書
物
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
か
な
り
の

数
発
行
さ
れ
た
の
は
、
聖
書
以
外
で
は
「
毛
沢
東
語
録
」
と
か
、
モ
ル
モ
ン
教
関
係
の
書
物
が
あ
り

ま
す
。

ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
典
で
あ
る
旧
約
聖
書
は
、
創
世
記
か
ら
始
ま
っ
て
、
３
９
巻
の
書
物
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
が
旧
約
聖
書
と
と
も
に
聖
典
と
す
る
新
約
聖
書
は
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
か
ら

始
ま
っ
て
、
２
７
巻
で
す
。
旧
約
、
新
約
両
方
合
わ
せ
る
と
６
６
巻
。

イ
ス
ラ
ム
の
聖
典
「
ク
ル
ア
ー
ン
」
は
、
巻
に
は
分
か
れ
て
い
な
く
て
、
１
１
４
章
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。

三
千
年
以
上
前
に
さ
か
の
ぼ
る
内
容

旧
約
聖
書
各
巻
の
著
作
年
は
、
諸
説
も
あ
っ
て
、
明
確
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。
し
か
し
、

Ｂ
Ｃ
１
０
０
０
年
頃
の
ダ
ビ
デ
王
時
代
以
前
に
存
在
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
基
本
資
料
や
記
録
が

し
っ
か
り
と
あ
り
ま
す
。
旧
約
の
冒
頭
に
モ
ー
セ
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
「
モ
ー
セ
五
書
」
が
置
か

れ
て
い
ま
す
が
、
モ
ー
セ
は
Ｂ
Ｃ
１
２
５
０
年
前
後
の
人
で
す
。

モ
ー
セ
以
外
に
言
行
が
記
録
さ
れ
て
い
る
預
言
者
た
ち
の
活
動
期
は
Ｂ
Ｃ
８
０
０
年
代
か
ら
Ｂ
Ｃ

４
０
０
年
代
に
ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
明
確
に
は
言
え
な
い
が
、
預
言
書
は
、
少
な
く
と
も
Ｂ
Ｃ
９
世
紀
か
ら
Ｂ
Ｃ
５
世

紀
の
間
に
、
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

古
い
部
分
は
、
今
か
ら
で
い
う
と
、
３
０
０
０
年
以
上
前
で
す
。
き
わ
め
て
古
い
時
代
か
ら
の
文

書
で
す
。

し
か
も
、
内
容
が
確
立
し
て
か
ら
長
期
間
、
一
言
一
句
変
わ
ら
ず
に
伝
承
さ
れ
て
い
ま

す
。	旧

約
聖
書
の
全
ペ
ー
ジ
が
揃
っ
て
現
存
す
る
最
も
古
い
写
本
は
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
写
本
と
言
い
、

Ａ
Ｄ
１
０
０
８
年
に
書
写
が
完
成
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
写
本
の
写
真
版
が
私
の
手
元
に
一
時
期
あ

り
ま
し
た
。
現
在
使
わ
れ
て
い
る
旧
約
聖
書
と
完
全
に
一
致
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
現
行
聖
書
の
底

本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
１
０
０
０
年
以
上
、
文
章
は
完
全
に
保
持
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

死
海
写
本
と
い
わ
れ
る
聖
書
関
係
の
文
書
は
、
２
０
０
０
年
前
の
イ
エ
ス
在
世
の
こ
ろ
の
写
本
で

す
。
聖
書
の
完
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
イ
ザ
ヤ
書
な
ど
が
現
在
使
用
し
て
い
る
も
の
と
同

じ
内
容
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

新
約
聖
書
は
、
Ａ
Ｄ
４
５
年
か
ら
Ａ
Ｄ
９
０
年
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
の
集
積
で
す
。
１
９
０
０

年
以
上
前
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ク
ル
ア
ー
ン
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
が
啓
示
を
受
け
た
も
の
を
記
録
し
て
い
ま
す
が
、
Ａ
Ｄ
６
５
１
年

に
編
集
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

筆
者
は
王
様
か
ら
漁
師
ま
で

三
つ
の
経
典
を
通
じ
て
い
え
る
こ
と
で
す
が
、古
い
時
代
の
も
の
を
含
め
て
、記
述
が
詳
細
で
あ
り
、

非
常
に
人
間
的
で
あ
る
こ
と
が
特
色
で
す
。

特
色
を
も
う
一
つ
あ
げ
る
と
、
こ
の
よ
う
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
、
王
様
も
あ

れ
ば
、
預
言
者
、
学
者
、
農
夫
、
漁
師
、
商
人
と
様
々
な
人
が
書
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
基
本
線
が

揺
ら
い
で
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
基
本
線
は
、
唯
一
の
神
へ
の
絶
対
的
信
頼
で
す
。

旧
約
聖
書
、
新
約
聖
書
と
ク
ル
ア
ー
ン
に
登
場
す
る
人
物
を
通
じ
て
、
一
神
教
の
信
仰
対
象
で
あ

る
絶
対
神
が
人
間
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
来
て
い
る
か
、
そ
の
神
に
人
間
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
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て
き
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
し
て
い
き
ま
す
。

聖
書
登
場
人
物
は
、
人
祖
ア
ダ
ム
に
始
ま
っ
て
、
太
古
の
人
々
、
モ
ー
セ
の
よ
う
な
指
導
者
、
ダ

ビ
デ
の
よ
う
な
王
様
、
預
言
者
た
ち
、
異
邦
人
の
女
、
な
ど
な
ど
、
実
に
多
彩
で
す
。
し
か
も
、
神

の
目
か
ら
見
て
正
し
い
人
ば
か
り
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が
、

赤
裸
々
に
人
間
性
豊
か
に
生
き
て
い
る
様
が
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
の
目
か
ら
見
て
、
ど
う
し
て
こ
の
人
物
が
神
に
重
用
さ
れ
る
の
か
、
神
は
な
ぜ
こ
の
人

を
許
し
、
こ
の
人
を
許
さ
な
い
の
か
、
不
思
議
な
ケ
ー
ス
も
ま
ま
現
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
考
え
て
い
く
と
き
、神
が
人
間
に
求
め
る
も
の
が
何
か
、と
い
う
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
三
宗
教
の
神
が
ど
の
よ
う
な
神
で
あ
る
か
、
理
解
し
て
頂
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

特
に
、
旧
約
聖
書
は
、
神
が
人
間
に
何
を
求
め
て
い
る
か
、
人
間
が
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
き
た
か
、
と
い
う
物
語
が
満
載
で
す
。
今
回
の
勉
強
会
で
は
、
従
っ
て
、
旧
約
聖
書
を
引
用
す
る

こ
と
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
旧
約
聖
書
は
キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
も
新
約
聖
書
と
併
存
す
る
経

典
で
あ
り
、
ク
ル
ア
ー
ン
も
旧
約
の
物
語
を
た
び
た
び
引
用
し
て
い
る
の
で
、
三
宗
教
の
神
と
人
間

の
関
係
は
旧
約
聖
書
か
ら
学
べ
る
と
思
い
ま
す
。

人
間
を
常
に
見
つ
め
る
神

三
宗
教
の
神
は
、
人
間
世
界
と
関
わ
り
な
く
、
天
高
く
、
孤
高
を
保
つ
神
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
神
を
哲
学
的
に
は
理
神
論
と
言
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
神
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
は
、

昔
も
今
も
、
未
来
も
、
永
遠
に
お
ら
れ
る
、
ど
こ
に
で
も
、
常
に
お
ら
れ
る
遍
在
の
神
で
あ
り
、
一

人
一
人
の
人
間
を
常
に
見
つ
め
て
お
ら
れ
る
、
人
間
世
界
に
強
い
関
心
が
あ
っ
て
、
裁
き
の
神
で
あ

る
と
同
時
に
、
愛
に
満
ち
た
神
。
こ
れ
が
三
宗
教
共
通
の
神
で
す
。

特
定
の
宗
教
を
宣
伝
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が
三
宗
教
の
神
と
人
間
と
の
関
係
に

つ
い
て
理
解
を
し
て
頂
き
、
皆
さ
ん
の
社
会
的
活
動
に
い
さ
さ
か
で
も
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

前
回
の
小
勉
強
会
と
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
前
回
、
参
加
し
て
お
ら
れ
な
い
方
も

あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
必
要
な
部
分
は
繰
り
返
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
前
回
参
加
さ
れ
た
か
た
は
、

同
じ
事
を
言
っ
て
い
る
な
、
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、「
あ
の
こ
と
か
」
と
言
う
程
度
に
軽

く
受
け
流
し
て
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

神
を
信
じ
な
い
こ
と
が
罪

第
１
回
は
、「
罪
と
は
何
か
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
三
つ
の
一
神
教
が
考
え
て
い
る
罪
、
そ
れ
は
「
神

に
従
わ
な
い
こ
と
」
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
こ
の
日
の
結
論
で
す
。

教
会
に
行
く
と
、
罪
を
悔
い
改
め
な
さ
い
、
と
い
わ
れ
て
、
多
く
の
日
本
の
人
は
と
ま
ど
い
ま
す
。

罪
な
ん
か
犯
し
て
い
な
い
、
と
思
う
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
か
ら
で
す
。
教
会
の
い
う
罪
は
違
う
の
で
す
。

私
も
、「
御
子
を
信
じ
る
者
は
裁
か
れ
な
い
。
信
じ
な
い
者
は
既
に
裁
か
れ
て
い
る
。
神
の
独
り
子
の

名
を
信
じ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」（
新
約
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
３
章
１
８
節
）
に
よ
っ
て
罪
の
意
味
を
理

解
し
ま
し
た
。「
独
り
子
」
す
な
わ
ち
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
「
御
名
」
を
信
じ
な
い
こ
と
、
従
わ
な

い
こ
と
、
そ
れ
が
罪
な
の
で
す
。

ア
ダ
ム
と
エ
バ
が
禁
断
の
木
の
実
を
食
べ
て
人
類
に
罪
が
宿
っ
た
、
と
い
い
ま
す
が
、
木
の
実
に
罪

が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
が
「
善
悪
の
知
識
の
木
か
ら
は
、
決
し
て
食
べ
て
は
な
ら

な
い
」（
旧
約
創
世
記
２
章
１
７
節
）
と
命
じ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
食
べ
た
、
神
の
命
令

に
従
わ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
罪
な
の
で
す
。

ヘブライ語聖書のレニングラード写本（ファクシミ
リ版）の創世記。右の行、上端が創世記１章１節「初
めに、神は天地を創造された」。レニングラード写
本はＡＤ１００８年に完成した旧約全巻の完本で最
古のもの。現在の聖書の底本となっている。

神
の
性
質
に
似
せ
て
造
ら
れ
た
人
間

旧
約
聖
書
の
冒
頭
に
あ
る
創
世
記
の
天
地
創
造
の
物
語
に
よ
る
と
、
神
は
、
言
葉
を
発
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
万
物
を
創
造
さ
れ
ま
す
。
創
造
の
最
後
に
神
は
「
我
々
に
か
た
ど
り
、
我
々
に
似
せ
て
、

人
を
造
ろ
う
」（
旧
約
創
世
記
１
章
２
６
節
）
と
い
っ
て
人
間
を
造
ら
れ
る
。
神
は
見
え
な
い
も
の
で

す
か
ら
、
創
造
さ
れ
た
人
間
も
見
え
ま
せ
ん
。
形
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
神
に
「
か
た
ど
り
、
似
せ
て
」

と
い
う
の
は
神
の
性
質
に
か
た
ど
り
、
似
せ
て
、
と
い
う
意
味
で
す
。
神
の
性
質
に
か
た
ど
り
、
似

せ
た
見
え
な
い
人
間
が
生
ま
れ
ま
す
。

創
世
記
２
章
で
、
神
が
再
度
人
間
を
創
造
す
る
場
面
が
記
述
さ
れ
ま
す
。「
神
は
土
の
塵
で
人
を

形
作
り
、そ
の
鼻
に
命
の
息
を
吹
き
入
れ
ら
れ
た
」（
旧
約
創
世
記
２
章
７
節
）と
書
い
て
あ
る
の
で
す
。

神
は
、
創
造
し
た
け
れ
ど
も
見
え
な
い
人
間
に
、
粘
土
細
工
に
よ
っ
て
動
物
的
な
形
を
与
え
、
神
の

息
を
吹
き
入
れ
る
、と
い
う
三
段
階
の
作
業
を
さ
れ
た
。「
人
は
こ
う
し
て
生
き
る
者
と
な
っ
た
」（
同
）

の
で
す
。

神
は
、
何
者
に
も
頼
ら
な
い
自
立
し
た
存
在
で
す
。
神
が
モ
ー
セ
に
「
わ
た
し
は
あ
る
」（
旧
約

出
エ
ジ
プ
ト
記
３
章
１
４
節
）
と
名
乗
ら
れ
た
の
は
、
何
者
に
も
依
存
せ
ず
に
存
在
す
る
と
い
う
宣

言
で
す
が
、
そ
の
性
質
に
「
か
た
ど
り
、
似
せ
て
」
造
ら
れ
た
人
間
は
、
従
っ
て
、
自
立
し
て
い
ま
す
。

自
己
意
識
を
持
ち
ま
す
。
自
立
自
存
の
神
と
、
そ
れ
に
似
せ
て
造
ら
れ
た
た
め
に
自
立
自
存
的
性
質

を
持
つ
人
間
、
こ
こ
に
基
本
的
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
神
と
人
間
の
間
に
存
在
す
る
矛
盾
で
す
。

罪
は
神
と
人
間
の
間
の
矛
盾
か
ら

今
回
の
シ
リ
ー
ズ
を
貫
い
て
い
る
の
は
、
神
に
従
わ
な
い
人
間
、
つ
ま
り
神
に
対
し
て
罪
を
犯
し

続
け
る
人
間
、
と
い
う
テ
ー
マ
で
す
が
、
そ
れ
は
人
類
誕
生
以
来
の
こ
の
矛
盾
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。

神
に
従
う
た
め
に
は
神
の
考
え
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
神
か
ら
明
示
的
に
そ
の
意

志
を
伝
達
さ
れ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
希
で
す
。
で
は
ど
う
す
る
か
。
一
つ
は
、
神
の
意
志
が
書
き
込

ま
れ
て
い
る
聖
書
を
熟
読
す
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
祈
り
で
す
。
祈
り
は
、
自
分
勝
手
な
こ
と
を

願
う
た
め
に
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
行
お
う
と
す
る
こ
と
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
神

に
伝
え
、
神
の
意
志
と
の
す
り
あ
わ
せ
を
す
る
も
の
で
す
。
自
問
自
答
の
内
に
、
神
の
導
き
を
得
る
、

と
い
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

創
世
記
に
は
、
人
類
最
初
の
殺
人
事
件
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ア
ダ
ム
と
エ
バ
の
長
男
カ
イ
ン
が

弟
の
ア
ベ
ル
を
殺
し
ま
す
（
旧
約
創
世
記
４
章
）。
そ
の
原
因
は
、
二
人
が
神
に
捧
げ
た
品
物
の
内
、

ア
ベ
ル
が
捧
げ
た
物
を
神
が
喜
び
、
カ
イ
ン
の
捧
げ
物
に
神
が
目
を
と
め
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
神

が
ど
の
よ
う
な
捧
げ
物
を
喜
ぶ
か
、
カ
イ
ン
は
真
剣
に
考
え
な
か
っ
た
の
で
す
。
祈
り
に
よ
っ
て
神

の
意
志
を
知
る
努
力
を
怠
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
弟
殺
し
を
引
き
起
こ
し
、
神
か
ら
追

放
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

第
２
回　

神
を
信
じ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

２
０
１
７
年
12
月
５
日

無
条
件
で
神
に
従
っ
た
ノ
ア

第
１
回
は
、
一
神
教
の
い
う
罪
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
を
論
じ
「
神
に
従
わ
な
い
こ
と
が
罪
で

あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
続
く
第
２
回
は
、
で
は
「
神
に
従
う
」「
神
を
信
じ
る
」
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
、
を
説
明
し
ま
す
。

旧約聖書のレニングラード写本（ファクシミリ版）に
ある画像。中央の３行は「主の律法は完全である」（旧
約詩篇１０編８節）。この３行の２行目が「主（アドナ
イ）」と読み替える神の名、「聖なる四文字」である。
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神
を
信
じ
た
人
の
例
と
し
て
、
旧
約
聖
書
に
登
場
す
る
ノ
ア
と
ア
ブ
ラ
ハ
ム
を
取
り
上
げ
ま
す
。

ノ
ア
は
神
か
ら
、
悪
事
ば
か
り
行
う
人
類
を
滅
ぼ
す
大
洪
水
を
起
こ
す
、
箱
舟
を
作
っ
て
家
族
全

員
で
そ
れ
に
乗
れ
、
と
命
じ
ら
れ
た
と
き
（
旧
約
創
世
記
６
章
１
７
節
以
下
）、
神
の
命
令
に
従
い
ま

し
た
。
大
洪
水
と
い
う
「
ま
だ
見
て
い
な
い
事
柄
」（
新
約
ヘ
ブ
ラ
イ
人
へ
の
手
紙
Ⅰ
１
章
７
節
）
を

神
か
ら
告
げ
ら
れ
て
、そ
の
ま
ま
信
じ
た
、無
条
件
に
神
の
い
う
こ
と
を
信
じ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て「
義

を
受
け
継
ぐ
者
と
な
っ
た
」（
同
）
の
で
す
。
彼
の
信
仰
を
神
は
「
義
」
と
認
定
し
ま
す
。「
義
」
と

い
う
の
は
、
神
の
前
に
正
し
い
、
と
い
う
意
味
で
、
神
に
従
わ
な
い
罪
と
い
う
概
念
の
対
極
に
あ
る

言
葉
で
す
。

イ
ス
ラ
ム
の
ク
ル
ア
ー
ン
は
、
ノ
ア
を
神
が
派
遣
し
た
預
言
者
と
し
て
重
要
視
し
て
い
て
、
彼
が

民
衆
に
神
の
前
に
正
し
く
あ
れ
、
と
説
得
を
繰
り
返
し
て
い
た
、
と
設
定
し
て
い
ま
す
。
民
衆
か
ら

非
難
、批
判
を
浴
び
な
が
ら
も
説
得
を
続
け
た
こ
と
を
神
が
「
義
」
と
認
め
た
の
だ
と
い
う
趣
旨
（
ク

ル
ア
ー
ン
５
４
章
１
４
節
）
を
書
い
て
い
ま
す
。

ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
信
仰
義
認

ノ
ア
よ
り
１
０
代
後
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、「
生
ま
れ
故
郷
、
父
の
家
を
離
れ
て
、
わ
た
し
が
示
す
土

地
へ
行
け
」（
旧
約
創
世
記
１
２
章
１
節
）
と
い
う
神
の
命
令
に
従
っ
て
故
郷
ウ
ル
か
ら
出
て
行
き
ま

す
。
行
き
先
は
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
、
神
に
命
じ
ら
れ
る
ま
ま
に
、
で
す
。
ク
ル
ア
ー
ン
は
、
こ
の

ア
ブ
ラ
ハ
ム
を「
純
正
な
信
仰
の
人
だ
っ
た
」（
ク
ル
ア
ー
ン
１
６
章
１
２
１
節
）と
称
賛
し
て
い
ま
す
。

出
て
行
っ
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
神
は
約
束
を
重
ね
ま
す
。
約
束
の
一
つ
は
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ィ
ス
河
か

ら
シ
ナ
イ
半
島
ま
で
の
大
き
な
土
地
を
彼
と
そ
の
子
孫
に
与
え
る
（
旧
約
創
世
記
１
５
章
１
８
節
）

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の
根
源
に
な
っ
て
い
る
神
の
約
束
で
す
。

さ
ら
に
、
９
０
歳
に
な
っ
て
い
て
子
の
な
か
っ
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
対
し
て
、
息
子
が
生
ま
れ
る
、

子
孫
は
星
の
数
の
よ
う
に
な
る
（
同
５
節
）、
と
約
束
し
ま
す
。
聖
書
は
、
こ
れ
を
聞
い
た
ア
ブ
ラ
ハ

ム
は
「
主
を
信
じ
た
。
主
は
そ
れ
を
彼
の
義
と
認
め
ら
れ
た
」（
同
６
節
）
と
書
き
ま
す
。
聖
書
の
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
い
っ
て
よ
い
場
面
で
す
。

神
の
前
に
正
し
い
人
と
認
定
さ
れ
る
、
義
人
と
な
る
の
は
、
無
条
件
に
神
を
信
じ
る
、
と
い
う
単

純
な
行
為
に
よ
る
。
こ
れ
を
「
信
仰
義
認
」
と
い
い
ま
す
。
マ
ル
チ
ン
・
ル
タ
ー
は
こ
の
こ
と
に
気

付
い
て
宗
教
改
革
を
起
こ
す
の
で
す
。
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
ロ
ー
マ
法
王
庁
が
、
人
の
罪
を
赦
す
免
罪
符

を
売
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
そ
れ
は
間
違
い
だ
、
神
の
救
い
が
与
え
ら
れ
る
の
は
行
い
で
は
な
く
、

神
を
信
じ
る
こ
と
に
よ
る
の
だ
、
と
主
張
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
プ
ロ
テ
ィ
ス
タ
ン
ト
が
興
る
の
で
す
。

こ
れ
は
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
批
判
で
あ
る
と
同
時
に
、
戒
律
を
守
る
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
神
の
救
い

に
あ
ず
か
る
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
教
の
考
え
方
と
相
違
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
旧
約
聖
書
、
新
約
聖
書
、

さ
ら
に
ク
ル
ア
ー
ン
を
通
じ
て
神
が
人
間
に
求
め
て
い
る
基
本
は
「
信
仰
義
認
」
で
す
。
行
い
は
重

要
と
し
て
も
、
行
い
そ
の
も
の
が
基
本
で
は
な
い
、
行
い
の
背
後
に
無
条
件
で
神
を
信
じ
る
信
仰
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
経
典
で
あ
る
旧
約
聖
書
も
明
確
に
指
摘
し
て

い
る
こ
と
で
す
。

神
は
信
仰
を
テ
ス
ト
す
る

こ
の
信
仰
を
神
は
テ
ス
ト
し
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
神
の
約
束
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
一
人
息

子
、
イ
サ
ク
を
「
焼
き
尽
く
す
」
い
け
に
え
と
し
て
捧
げ
よ
、
と
神
に
命
じ
ら
れ
ま
す
（
旧
約
創
世

記
２
２
章
１
節
）。
彼
は
こ
の
命
令
に
も
直
ち
に
従
お
う
と
行
動
を
起
こ
し
ま
す
。
イ
サ
ク
を
刃
に
か

け
よ
う
と
す
る
寸
前
に
神
は
そ
れ
を
止
め
、
神
の
い
か
な
る
命
令
に
も
従
う
と
い
う
テ
ス
ト
に
ア
ブ

ラ
ハ
ム
は
合
格
す
る
の
で
す
（
同
１
２
節
）。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
名
君
と
な
る
ダ
ビ
デ
王
は
、
神
に
よ
っ
て
王
と
な
る
人
物
と
し
て
認
定
（
旧
約
Ⅰ

サ
ム
エ
ル
記
１
６
章
１
２
節
）
さ
れ
て
か
ら
、
長
い
期
間
、
前
任
の
王
で
あ
る
サ
ウ
ル
に
命
を
狙
わ

れ
て
逃
げ
、
か
つ
戦
う
と
い
う
苦
難
に
遭
遇
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
ダ
ビ
デ
が
神
に
従
う
人
間
で
あ
る

か
ど
う
か
を
神
が
テ
ス
ト
し
、
訓
練
す
る
期
間
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
３
回　

神
と
人
間
は
契
約
関
係
に
あ
る

２
０
１
８
年
１
月
11
日

ノ
ア
に
始
ま
る
神
と
の
契
約

前
回
、
ノ
ア
と
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
行
動
を
聖
書
か
ら
引
用
し
て
、
信
仰
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
を

話
し
ま
し
た
。
そ
の
ノ
ア
と
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
物
語
の
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
神
と
人
間
の
契
約
と

い
う
テ
ー
マ
で
す
。
ユ
ダ
ヤ
教
、キ
リ
ス
ト
教
、イ
ス
ラ
ム
と
い
う
三
つ
の
一
神
教
の
大
き
な
特
色
は
、

神
と
人
間
が
契
約
関
係
に
入
る
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。

聖
書
に
現
れ
る
最
初
の
神
と
人
間
の
契
約
は
、
ノ
ア
契
約
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
神
は
大
洪
水

の
後
、
今
後
は
洪
水
で
人
類
を
滅
ぼ
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
、
と
い
う
契
約
（
旧
約
創
世
記
９
章

１
１
節
）
を
ノ
ア
に
対
し
て
提
案
し
ま
す
。
こ
の
契
約
は
神
が
約
束
す
る
だ
け
の
片
務
契
約
の
よ
う

に
見
え
ま
す
が
、
ノ
ア
は
祭
壇
を
築
き
、
い
け
に
え
を
捧
げ
て
神
に
感
謝
を
し
ま
す
。

神
と
人
間
が
契
約
す
る
、
と
い
う
の
は
日
本
人
の
感
覚
で
は
理
解
が
む
ず
か
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
宗
教
と
は
別
の
世
界
で
も
、
国
家
の
起
源
と
し
て
ル
ソ
ー
が
展
開
し
た
「
社
会
契
約
」
と
い
う

理
論
が
あ
る
の
は
、
聖
書
が
い
っ
て
い
る
神
と
人
間
の
契
約
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
対
す
る
神
の
契
約
は
、
前
回
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
カ
ナ
ン
の
土
地
を
与
え
る
、

と
い
う
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

こ
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
契
約
と
同
じ
内
容
を
、
神
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
子
イ
サ
ク
と
も
（
旧
約
創
世
記

２
６
章
３
節
）、
孫
ヤ
コ
ブ
と
も
（
旧
約
創
世
記
２
８
章
１
３
節
）
結
び
ま
す
。
こ
の
過
程
で
、
神
は

ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
信
仰
を
守
る
こ
と
を
イ
サ
ク
、
ヤ
コ
ブ
に
求
め
、
人
間
の
側
に
神
に
従
う
、
神
を
信

じ
る
、
と
い
う
義
務
が
生
じ
ま
す
。
神
を
信
じ
る
と
い
う
義
務
を
守
ら
な
け
れ
ば
、
神
か
ら
の
懲
罰

が
あ
る
、
と
い
う
双
務
契
約
に
な
る
の
で
す
。

詳
細
な
契
約
を
守
る

神
と
の
契
約
に
関
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
は
モ
ー
セ
で
す
。
時
代
が
下
っ
て
、
エ
ジ
プ
ト

で
奴
隷
的
状
態
に
な
っ
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
を
、
神
の
命
令
に
よ
っ
て
モ
ー
セ
が
救
い
出
し
ま
す

が
、
モ
ー
セ
は
シ
ナ
イ
山
で
神
か
ら
十
戎
を
与
え
ら
れ
ま
す
（
旧
約
出
エ
ジ
プ
ト
記
２
０
章
２
節
以

下
）。
人
類
が
守
る
べ
き
掟
で
す
。
十
戎
は
大
原
則
を
掲
げ
て
い
る
だ
け
で
す
が
、
そ
れ
に
続
い
て
、

神
は
詳
細
な
戒
律
、
つ
ま
り
刑
法
、
民
法
か
ら
宗
教
規
則
、
社
会
慣
習
に
か
か
わ
る
詳
細
な
掟
を
モ
ー

セ
を
通
じ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
に
示
す
。
旧
約
聖
書
の
出
エ
ジ
プ
ト
記
と
レ
ビ
記
に
、
こ
れ
ら
の
戒

律
が
延
々
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
命
じ
ら
れ
た
と
お
り
に
実
行
す
る
こ
と
が
神
に
従
う

こ
と
で
あ
り
、
戒
律
を
守
ら
な
い
場
合
に
は
厳
し
い
懲
罰
が
神
か
ら
送
り
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
（
旧
約
申
命
記
Ⅰ
１
章
２
６
節
）。
ユ
ダ
ヤ
教
超
正
統
派
は
こ
れ
ら
規
則
を
完
全
に
守
ろ
う
と
す
る

立
場
に
立
っ
て
い
ま
す
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
食
事
に
関
す
る
規
則
も
こ
れ
ら
戒
律
の
一
部
で
す
が
、
貧
困
者
に
対
す
る
配

慮
な
ど
、
社
会
政
策
的
規
則
も
し
っ
か
り
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
男
女
関
係
に
関
し
て
も
詳

細
な
規
定
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
規
則
の
考
え
方
は
イ
ス
ラ
ム
の
ク
ル
ア
ー
ン
（
コ
ー
ラ
ン
）
に
も

引
き
継
が
れ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
イ
ス
ラ
ム
も
、
神
の
指
示
を
人
間
が
守
る
、
と

い
う
こ
と
を
基
本
に
し
て
い
て
、
神
の
指
示
を
守
ら
な
い
も
の
に
は
厳
し
い
懲
罰
が
来
る
こ
と
を
前

提
に
し
て
い
ま
す
。

守
り
続
け
ら
れ
る
契
約

一
つ
の
疑
問
は
、
現
在
か
ら
見
て
３
０
０
０
年
以
上
も
昔
の
人
モ
ー
セ
に
神
が
示
し
た
こ
れ
ら
の

詳
細
な
規
定
が
ど
う
し
て
現
代
に
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
実
は
、モ
ー

セ
と
い
う
人
は
記
録
を
し
っ
か
り
と
残
し
た
人
だ
っ
た
の
で
す
。
例
え
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
は
モ
ー

セ
に
率
い
ら
れ
て
エ
ジ
プ
ト
を
脱
出
し
、
４
０
年
間
シ
ナ
イ
半
島
の
中
を
さ
ま
よ
う
の
で
す
が
、
い

つ
ど
こ
を
発
っ
て
、
い
つ
ど
こ
に
着
い
た
、
と
い
う
記
録
が
旧
約
聖
書
の
民
数
記
に
し
っ
か
り
の
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ナ
イ
半
島
で
二
回
人
口
調
査
も
実
施
し
て
い
て
、
１
２
氏
族
と
い
わ
れ
る
イ

ス
ラ
エ
ル
人
の
氏
族
ご
と
の
人
口
が
こ
と
細
か
く
、
民
数
記
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
セ
ム
族
は
早

い
段
階
か
ら
文
字
を
使
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
モ
ー
セ
は
書
き
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
神
か

ら
与
え
ら
れ
た
戒
律
に
関
し
て
も
、
彼
は
記
録
を
残
し
、
７
年
ご
と
に
集
会
で
読
み
聞
か
せ
る
よ
う

に
言
い
残
し
て
い
ま
す
（
旧
約
申
命
記
３
１
章
１
０
節
）。
長
く
続
い
た
王
国
の
時
代
に
は
、
神
に
従

わ
な
い
背
信
の
王
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
が
、
モ
ー
セ
が
書
き
残
し
た
文
書
に
よ
っ
て
信
仰
復
興
が

何
度
か
行
わ
れ
、神
と
人
間
の
契
約
が
、旧
約
聖
書
と
い
う
形
で
現
在
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

ＡＤ１４５５頃にグーテンベルグが印刷した最初の
聖書。旧約箴言の冒頭部分。箴言は「ソロモンの箴
言」ともいわれるので、花文字にソロモン王を使っ
ている。（大英博物館絵葉書）
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第
４
回　

神
の
主
権
と
奇
蹟

２
０
１
８
年
２
月
９
日

土
地
は
神
の
物

前
回
は
神
と
の
契
約
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
が
、
そ
の
延
長
線
上
で
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
経
済
に
関
す

る
規
則
を
ま
ず
説
明
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、今
回
の
主
題
で
あ
る
神
の
「
主
権
」
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

後
半
は
、「
奇
蹟
」
に
つ
い
て
の
説
明
で
す
。

モ
ー
セ
に
由
来
す
る
旧
約
聖
書
の
レ
ビ
記
は
、
戒
律
を
詳
し
く
述
べ
ま
す
が
、
そ
の
中
に
経
済
に

つ
い
て
の
考
え
方
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
、「
安
息
年
」「
ヨ
ベ
ル
の
年
」（
旧
約
レ
ビ
記
２
５
章
１

節
以
下
）
と
い
う
考
え
方
で
す
。

安
息
年
は
、
６
年
間
種
を
蒔
き
、
収
穫
し
た
後
、
７
年
目
は
土
地
を
全
く
休
ま
せ
る
、
と
い
う
も

の
で
す
。
安
息
年
を
７
回
数
え
た
後
の
５
０
年
目
が
ヨ
ベ
ル
の
年
で
、
こ
の
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
に
売

買
し
た
土
地
を
元
の
所
有
者
に
返
却
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
土
地
を
売
っ
た
人
に
は
買
い
戻
す

権
利
が
あ
る
の
で
す
。
同
胞
を
奴
隷
と
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
雇
っ
て
い
る
人
も
ヨ
ベ
ル
の
年
に

は
家
族
の
も
と
に
帰
ら
せ
ま
す
。

神
は
一
貫
し
て
い
う
の
で
す
。「
土
地
は
わ
た
し
の
も
の
」（
旧
約
レ
ビ
記
２
５
章
２
３
節
）
と
。

人
は
神
の
所
有
す
る
土
地
に
寄
留
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。

貧
し
く
な
っ
た
人
を
援
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
収
穫
す
る
時
に
は
落
穂
ひ
ろ
い
を
す
る
人
の

分
を
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
い
、
と
い
う
困
窮
者
対
策
も
書
い
て
あ
り
ま
す
。
イ
ス
ラ
ム
で
は
金
利
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
考
え
方
は
も
と
も
と
旧
約
聖
書
に
書
か
れ
て
い
ま

す
（
旧
約
出
エ
ジ
プ
ト
記
２
２
章
２
４
節
）。
こ
れ
は
貧
困
者
対
策
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
ク
ル
ア
ー
ン

が
受
け
継
い
で
い
る
（
ク
ル
ア
ー
ン
２
章
２
７
６
節
）
の
で
す
。
貧
困
を
防
ぐ
た
め
に
、
イ
ス
ラ
ム
で

は
喜
捨
（
ザ
カ
ー
ド
）
が
大
切
に
さ
れ
ま
す
。
六
信
五
行
の
中
に
喜
捨
は
位
置
づ
け
ら
れ
で
、ク
ル
ア
ー

ン
は
こ
れ
で
も
か
、
こ
れ
で
も
か
と
い
う
ほ
ど
に
、
信
徒
に
喜
捨
を
勧
め
て
い
ま
す
（
ク
ル
ア
ー
ン

２
３
章
６
２
節
）。
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
で
そ
れ
に
対
応
す
る
の
は
「
什
一
献
金
」
で
、
収
入
の

１
０
分
の
１
を
神
に
捧
げ
る
（
旧
約
創
世
記
２
８
章
２
２
節
、
新
約
ル
カ
福
音
書
Ⅰ
１
章
４
２
節
）
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

世
界
を
運
営
す
る
神

こ
の
よ
う
に
神
は
経
済
に
関
し
て
も
、
人
間
活
動
に
深
く
関
与
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
「
神
の

主
権
」
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。

新
旧
約
聖
書
も
ク
ル
ア
ー
ン
も
、
神
が
世
界
の
す
べ
て
の
運
営
を
行
う
権
能
を
持
っ
て
い
る
と
し

て
い
ま
す
。
王
権
神
授
説
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
ま
す
が
、
モ
ー
セ
で
あ
れ
ダ
ビ
デ
で
あ
れ
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
指
導
者
は
神
か
ら
一
方
的
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
様
が
戴
冠
式
で
聖
職
者

か
ら
王
冠
を
授
か
る
と
い
う
の
は
、
主
権
者
は
神
で
あ
り
、
王
は
そ
の
代
理
人
と
い
う
理
解
か
ら
で
て

い
る
こ
と
で
す
。

奇
蹟
は
神
の
現
存
を
示
す

以
下
は
奇
蹟
に
つ
い
て
で
す
。

旧
約
、
新
約
聖
書
は
奇
蹟
が
満
載
で
す
。
例
え
ば
、
モ
ー
セ
に
率
い
ら
れ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
エ

ジ
プ
ト
を
脱
出
す
る
物
語
は
、
奇
蹟
の
連
続
で
す
（
旧
約
出
エ
ジ
プ
ト
７
章
８
節
以
下
）。
エ
ジ
プ
ト

を
さ
ま
ざ
ま
な
災
難
が
襲
い
、紅
海
が
二
つ
に
割
れ
る（
旧
約
出
エ
ジ
プ
ト
記
１
４
章
２
１
節
）、と
い
っ

た
出
来
事
で
す
。

時
代
が
下
が
っ
て
預
言
者
の
時
代
に
な
る
と
、
預
言
者
に
よ
る
死
人
の
復
活
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

新
約
聖
書
は
イ
エ
ス
の
起
こ
し
た
奇
蹟
を
た
く
さ
ん
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
イ
エ
ス
が
死
人
３
人
を
蘇

ら
せ
た
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
（
新
約
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
Ⅰ
１
章
４
３
節
ほ
か
）。
イ
エ
ス
は
、
目
の
見

え
な
い
人
や
病
人
を
癒
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
記
事
を
読
ん
で
わ
か
る
こ
と
は
以
下
で
す
。

奇
蹟
は
、「
神
が
生
き
て
い
る
こ
と
」
を
人
々
に
知
ら
せ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
。

奇
蹟
を
受
け
る
人
が
神
を
無
条
件
に
信
じ
る
こ
と
が
奇
蹟
が
生
じ
る
条
件
で
あ
る
。

奇
蹟
は
、
神
で
あ
る
イ
エ
ス
や
有
力
な
預
言
者
だ
け
が
行
え
る
の
で
は
な
い
。
イ
エ
ス
の
弟
子
も
、

現
在
の
信
徒
も
、
聖
霊
を
受
け
て
神
を
宿
す
な
ら
ば
、
奇
蹟
は
行
え
る
。

イ
エ
ス
を
神
と
は
認
め
な
い
ク
ル
ア
ー
ン
は
、
イ
エ
ス
の
生
涯
を
奇
蹟
で
あ
る
と
記
し
て
い
ま
す

（
ク
ル
ア
ー
ン
２
１
章
９
１
節
）。
神
の
息
吹
に
よ
っ
て
マ
リ
ヤ
に
イ
エ
ス
が
宿
っ
た
、
イ
エ
ス
は
十
字

架
刑
に
よ
っ
て
死
ん
だ
の
で
は
な
く
、
神
が
天
に
引
き
上
げ
た
、
と
い
う
の
が
ク
ル
ア
ー
ン
の
記
す
イ

エ
ス
像
で
す
。
イ
エ
ス
そ
の
も
の
が
神
の
奇
蹟
と
し
て
い
ま
す
。

第
５
回　

神
に
罰
せ
ら
れ
た
人
た
ち

２
０
１
８
年
３
月
７
日

神
の
人
モ
ー
セ
は
罰
せ
ら
れ
た

今
回
は
、
神
の
与
え
る
罰
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
前
回
、
神
が
主
権
を
持
つ
、
と
い
う
こ
と
を
説

明
し
ま
し
た
が
、
主
権
者
で
あ
る
神
は
、
神
の
指
示
に
違
反
し
た
も
の
を
厳
し
く
罰
す
る
の
で
す
。

出
エ
ジ
プ
ト
の
指
導
者
で
あ
り
、
モ
ー
セ
五
書
に
よ
っ
て
神
の
戒
律
を
伝
え
、「
神
の
人
」
と
も
呼

ば
れ
る
モ
ー
セ
も
罰
せ
ら
れ
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
人
を
率
い
て
シ
ナ
イ
の
原
野
を
彷
徨
し
て
い
た

と
き
、
水
に
渇
く
民
の
た
め
に
、
岩
か
ら
水
を
出
す
、
と
い
う
奇
蹟
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
方
法
が

神
の
指
示
の
通
り
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
罪
が
問
わ
れ
る
の
で
す
。

神
は
、「
岩
に
向
か
っ
て
水
を
出
せ
と
命
じ
な
さ
い
」（
旧
約
民
数
記
２
０
章
８
節
）
と
指
示
し
た

の
で
す
が
、
モ
ー
セ
は
水
を
出
す
た
め
に
杖
で
岩
を
二
度
た
た
い
た
（
同
１
１
節
）。
し
か
も
、
神
が

水
を
与
え
て
く
だ
さ
る
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、
自
分
が
民
の
た
め
に
水
を
出
し
て
や
る
、
と
い
う

態
度
を
と
っ
た
。
こ
れ
が
神
に
罰
せ
ら
れ
る
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

モ
ー
セ
は
、
エ
ジ
プ
ト
を
脱
出
し
、
４
０
年
間
イ
ス
ラ
エ
ル
人
を
率
い
て
シ
ナ
イ
半
島
彷
徨
し
、

カ
ナ
ン
に
入
る
直
前
、
神
に
命
じ
ら
れ
て
ネ
ボ
山
に
登
り
、
そ
こ
で
死
に
ま
す
。
目
的
の
カ
ナ
ン
を

見
渡
す
こ
と
は
許
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
入
る
こ
と
は
神
が
許
さ
な
か
っ
た
の
で
す
（
旧
約
申
命
記

３
２
章
５
０
節
以
下
）。

不
平
を
言
っ
た
民
は
カ
ナ
ン
に
入
れ
な
か
っ
た

モ
ー
セ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
エ
ジ
プ
ト
に
加
わ
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
全
体
も
罰
せ
ら
れ

ま
す
。
エ
ジ
プ
ト
を
出
た
と
き
と
、
カ
ナ
ン
に
入
る
直
前
の
２
回
、
人
口
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が

と
も
に
２
０
歳
以
上
の
男
子
が
６
０
万
人
余
で
す
。
と
こ
ろ
が
１
回
目
の
調
査
の
時
に
い
た
２
０
歳

以
上
の
男
た
ち
は
、
２
回
目
の
調
査
で
は
２
人
し
か
生
き
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
（
旧
約
民
数
記

２
６
章
６
４
節
）。
シ
ナ
イ
彷
徨
４
０
年
の
間
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
た
び
た
び
神
に
反
抗
、
反
逆
し
た

の
で
、
神
は
「
わ
た
し
に
対
し
て
不
平
を
言
っ
た
者
（
略
）
は
だ
れ
一
人
、
わ
た
し
が
（
略
）
あ
な

た
た
ち
を
住
ま
わ
せ
る
と
言
っ
た
土
地
に
は
い
る
こ
と
は
な
い
」（
旧
約
民
数
記
１
４
章
２
９
節
）
と

宣
言
し
た
か
ら
で
す
。
カ
ナ
ン
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
エ
ジ
プ
ト
を
出
た
と
き
２
０
歳
以
下

で
あ
っ
た
人
た
ち
で
す
。
神
に
従
い
通
し
た
２
人
を
除
い
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
大
集
団
は
す
っ
か

り
人
が
入
れ
替
わ
っ
た
の
で
す
。
シ
ナ
イ
の
４
０
年
は
神
が
イ
ス
ラ
エ
ル
人
を
訓
練
し
た
４
０
年
と

い
い
ま
す
が
、
神
に
従
わ
な
い
人
が
い
な
く
な
る
た
め
の
４
０
年
と
い
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

心
を
尽
く
し
魂
を
尽
く
し
て
神
を
愛
す
る

安
息
日
に
薪
を
集
め
た
男
は
石
投
げ
刑
で
殺
さ
れ
ま
す
（
旧
約
民
数
記
１
５
章
３
６
節
）。
神
の
前

に
捧
げ
る
香
炉
の
火
が
神
の
指
示
と
違
っ
て
い
た
、
と
い
う
理
由
で
祭
司
の
子
２
人
が
神
の
火
に
打

た
れ
て
死
に
ま
す
（
旧
約
レ
ビ
記
１
０
章
２
節
）。
モ
ー
セ
に
反
逆
し
よ
う
と
し
た
祭
司
た
ち
も
地
割

れ
と
神
の
火
で
殺
さ
れ
ま
す
（
旧
約
民
数
記
１
６
章
３
５
節
）。
些
細
な
こ
と
も
、
大
き
な
こ
と
も
、

神
の
命
令
、
指
示
に
反
す
る
行
為
に
は
厳
し
い
処
罰
が
の
ぞ
み
ま
す
。
こ
れ
は
新
約
の
時
代
に
入
っ

て
も
同
じ
こ
と
で
す
。
新
約
に
は
、
収
入
を
偽
っ
て
教
会
へ
の
献
金
を
少
な
く
し
た
夫
婦
が
死
ん
だ

と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す（
新
約
使
徒
言
行
録
５
章
１
〜
１
０
節
）。
旧
約
聖
書
も
新
約
聖
書
書
も「
心

を
尽
く
し
、
魂
を
尽
く
し
、
力
を
尽
く
し
て
、
主
を
愛
し
な
さ
い
」（
旧
約
申
命
記
６
章
４
節
）
と
い

う
神
の
言
葉
を
人
間
と
神
の
関
係
の
基
本
に
置
く
か
ら
で
す
。
こ
の
申
命
記
６
章
４
節
は
「
シ
ャ
マ
」

と
呼
ば
れ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
家
の
入
口
に
必
ず
掲
げ
ら
れ
る
祈
り
の
言
葉
で
す
。

祝
福
と
呪
い
の
神
学

こ
こ
か
ら
、
モ
ー
セ
が
申
命
記
の
中
で
説
く
「
祝
福
と
呪
い
の
神
学
」
が
生
ま
れ
ま
す
。「
神
の
声

に
聞
き
従
う
」
場
合
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
の
祝
福
を
受
け
る
（
旧
約
申
命
記
２
８
章
２
節
）、「
聞

き
従
わ
な
い
」
な
ら
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
呪
い
」、
不
幸
が
起
こ
っ
て
来
る
（
同
１
５
節
）。
イ
ス
ラ

エ
ル
の
歴
史
を
見
る
と
、
神
に
反
抗
し
、
異
教
信
仰
、
偶
像
崇
拝
に
な
び
い
た
時
代
が
た
び
た
び
で
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
が
不
幸
と
苦
難
の
歴
史
を
歩
む
の
は
そ
の
罰
を
受
け
た
た
め
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

神
に
よ
る
懲
罰
の
歴
史
で
す
。

神
は
、
多
神
教
信
仰
、
偶
像
崇
拝
を
禁
じ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
信
仰
を
持
つ
民
を
滅
ぼ
す
戦
争
を

神
は
命
じ
ま
す
（
旧
約
申
命
記
２
０
章
１
７
節
）。
旧
約
聖
書
に
は
た
く
さ
ん
の
例
が
あ
り
ま
す
。
ク

ル
ア
ー
ン
も
、
異
教
徒
に
対
し
て
徹
底
的
に
戦
え
、
と
書
い
て
い
ま
す
（
ク
ル
ア
ー
ン
６
６
章
９
節
）。

そ
の
点
で
は
、
聖
書
も
ク
ル
ア
ー
ン
も
違
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ス
ラ
ム
は
異
教
徒
を
殺
す
宗
教
だ
、

と
い
っ
た
説
明
を
す
る
書
物
が
最
近
も
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
イ
ス
ラ
ム
だ
け
の
特
徴
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ク
ル
ア
ー
ン
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ム
を
、
神
の
啓

示
を
受
け
た
「
啓
典
の
民
」
と
し
て
い
て
、多
神
教
に
対
す
る
戦
い
と
は
違
っ
た
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。

「
啓
典
の
民
」
に
は
「
人
頭
税
」
を
支
払
う
ま
で
戦
う
、
と
い
う
の
が
原
則
で
す
（
ク
ル
ア
ー
ン
９
章

２
９
節
）。「
啓
典
の
民
」
同
士
の
論
争
は
、「
最
後
の
審
判
」
の
と
き
に
神
が
結
論
を
出
す
、
判
決
を

く
だ
す
（
ク
ル
ア
ー
ン
２
章
１
０
７
節
）、
と
ク
ル
ア
ー
ン
は
言
っ
て
い
ま
す
。
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第
６
回　

神
と
論
争
し
た
人
た
ち

２
０
１
８
年
４
月
３
日

キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰

冒
頭
に
、
最
近
出
た
『
バ
テ
レ
ン
の
世
紀
』（
渡
辺
京
二
著
）
と
い
う
書
物
に
触
れ
、
キ
リ
ス
ト
教

の
日
本
伝
来
初
期
に
お
け
る
日
本
人
信
徒
の
信
仰
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
本
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
古
文
書
に
よ
る
と
、
イ
エ
ズ
ス
会
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
、
ド
ミ
ニ
コ

会
と
い
う
宣
教
師
団
同
士
の
確
執
に
つ
い
て
、
日
本
人
信
徒
が
「
で
う
す
（
神
）
は
御
一
体
、
で
う

す
の
御
法
も
ひ
と
つ
に
て
ご
ざ
候
。
き
り
し
た
ん
衆
二
つ
に
わ
か
れ
候
で
あ
る
事
一
段
め
い
わ
く
」

と
諫
め
て
い
ま
す
。
神
は
一
人
と
い
う
一
神
教
の
基
本
理
解
が
し
っ
か
り
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る

の
で
す
。
や
は
り
最
近
出
た
別
の
書
物
（『
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
何
を
信
じ
て
い
た
の
か
』）
は
、
長

年
の
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
時
代
に
は
信
仰
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

悪
魔
と
は
な
に
か

そ
の
あ
と
、
前
回
、
話
し
残
し
た
「
悪
魔
と
は
何
か
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

神
に
敵
対
す
る
サ
タ
ン
、
悪
魔
と
い
う
こ
と
が
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
よ

う
に
考
え
る
の
は
、
万
物
を
神
が
創
造
し
た
と
い
う
基
本
か
ら
は
ず
れ
ま
す
。
善
と
悪
の
対
立
と
い

う
二
元
論
は
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
、
マ
ニ
教
の
考
え
方
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
の
初
期
時
代
、
至
高
神
と
、

悪
も
造
り
出
し
た
下
位
の
創
造
神
と
い
う
議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
異
端
と
し
て
排
除
さ
れ

て
い
ま
す
。

悪
は
、
神
が
人
間
に
与
え
る
「
試
練
」
と
考
え
る
べ
き
で
す
。
旧
約
聖
書
の
ヨ
ブ
記
に
は
、
神
の

前
で
の
天
使
会
議
に
悪
魔
も
出
席
し
て
、
ヨ
ブ
を
懲
ら
し
め
る
提
案
を
行
い
、
神
が
そ
の
提
案
を
認

め
る
場
面
が
あ
り
ま
す
（
旧
約
ヨ
ブ
記
１
章
９
節
以
下
）。
新
約
聖
書
に
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が

宣
教
を
開
始
す
る
前
に
、
荒
野
で
悪
魔
の
誘
惑
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
聖
書
は
「
悪

魔
か
ら
誘
惑
を
受
け
る
た
め
に
、
霊
に
導
か
れ
て
荒
野
へ
行
か
れ
た
」（
新
約
マ
タ
イ
福
音
書
４
章
１

節
）
と
書
い
て
い
ま
す
。
神
の
霊
が
、
悪
魔
か
ら
誘
惑
を
受
け
る
た
め
の
テ
ス
ト
会
場
へ
イ
エ
ス
を

導
い
た
の
で
す
。
ク
ル
ア
ー
ン
は
、
悪
魔
も
ア
ッ
ラ
ー
の
許
し
な
し
に
人
に
害
を
与
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
（
ク
ル
ア
ー
ン
２
章
９
５
節
）
と
書
い
て
い
ま
す
。
神
は
、
人
間
の
信
仰
の
状
況
を
調
べ
る

た
め
に
、
時
に
よ
り
災
い
や
悪
を
人
間
世
界
に
送
り
こ
み
、
人
間
が
そ
れ
に
耐
え
、
神
に
従
い
続
け

る
か
ど
う
か
を
確
認
さ
れ
る
の
で
す
。

神
と
交
渉
し
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム

今
回
の
メ
ー
ン
テ
ー
マ
は
「
神
と
論
争
し
た
人
た
ち
」
で
す
。
神
は
絶
対
服
従
を
求
め
ま
す
が
、
人
と

対
話
、
交
渉
も
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
神
が
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
と
い
う
罪
悪
の
町
を
滅
ぼ
す
と
宣
言
し
た

と
き
、
信
仰
の
人
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
神
と
交
渉
し
ま
す
。
そ
こ
に
「
正
し
い
人
」
が
５
０
人
い
て
も
滅
ぼ

す
の
で
す
か
、
と
神
に
問
い
か
け
る
。
５
０
人
い
れ
ば
町
を
赦
す
、
と
神
が
答
え
る
と
、
４
０
人
で
は

ど
う
か
、
３
０
人
で
は
ど
う
か
、
２
０
人
で
は
、
１
０
人
で
は
、
と
粘
り
強
く
神
に
食
い
下
が
る
の
で
す
。

神
は
「
１
０
人
い
た
ら
滅
ぼ
さ
な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
回
答
を
し
ま
す
（
旧
約
創
世
記
１
８
章
２
２
節

以
下
）
が
、
翌
日
、
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
は
絶
滅
し
ま
す
。
た
だ
悪
事
に
染
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
ア
ブ
ラ

ハ
ム
の
甥
一
家
４
人
は
事
前
に
神
に
よ
っ
て
町
の
外
に
だ
さ
れ
て
救
わ
れ
ま
す
。
正
し
い
人
が
１
０
人

は
い
な
か
っ
た
か
ら
こ
の
町
は
滅
ぼ
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
主
張
を
認
め
、

正
し
い
人
は
救
い
出
さ
れ
た
の
で
す
。

出
エ
ジ
プ
ト
の
立
役
者
で
あ
る
モ
ー
セ
は
、
２
回
神
を
説
得
し
ま
す
。
１
回
目
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が

金
の
子
牛
を
作
っ
て
礼
拝
し
た
時
で
す
。
神
が
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
を
滅
ぼ
す
と
言
わ
れ
た
の
に
対
し
て
、

口
下
手
と
言
っ
て
い
た
モ
ー
セ
が
神
に
諄
々
と
論
旨
を
展
開
し
て
、
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
に
説
得
を
し

ま
す
（
旧
約
出
エ
ジ
プ
ト
記
３
２
章
１
１
節
以
下
）。
神
は
、計
画
を
思
い
と
ど
ま
り
ま
す
（
同
１
４
節
）。

２
回
目
は
、
や
は
り
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
が
シ
ナ
イ
半
島
を
彷
徨
し
て
い
る
と
き
、
敵
は
強
大
で
攻
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
斥
候
が
報
告
す
る
の
を
聞
い
て
、
エ
ジ
プ
ト
へ
帰
ろ
う
と
騒
ぐ
民
衆
に
対
し

て
神
が
怒
っ
た
場
面
。
モ
ー
セ
は
神
に
赦
し
を
請
い
、
再
度
神
を
説
得
し
ま
す
（
旧
約
民
数
記
１
４
章

１
３
節
以
下
）。
神
は
モ
ー
セ
の
説
得
を
受
け
入
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
時
神
は
完
全
に
許
し
た
の
で

は
な
か
っ
た
。
す
で
に
話
し
て
い
る
よ
う
に
、
エ
ジ
プ
ト
を
出
た
と
き
の
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
は
全
員
、
シ

ナ
イ
彷
徨
４
０
年
の
間
に
死
に
絶
え
て
い
ま
し
た
。
た
び
た
び
神
に
反
抗
し
た
罪
を
問
わ
れ
た
の
で
す
。

目
的
地
カ
ナ
ン
に
入
っ
た
の
は
そ
の
子
供
た
ち
の
世
代
だ
っ
た
の
で
す
。
い
わ
ば
執
行
猶
予
で
し
た
（
旧

約
民
数
記
１
４
章
２
０
節
以
下
）。

抵
抗
す
る
預
言
者
ヨ
ナ

ヨ
ナ
と
い
う
預
言
者
は
神
に
抵
抗
し
た
の
で
有
名
で
す
。
神
は
彼
に
、
罪
深
い
町
ニ
ネ
べ
（
現
在

の
イ
ラ
ク
の
モ
ス
ル
）
に
行
く
よ
う
に
命
じ
ま
す
。
こ
の
神
の
指
示
を
逃
れ
る
た
め
に
ヨ
ナ
は
舟
で

逃
亡
す
る
（
旧
約
ヨ
ナ
書
１
章
３
節
）
の
で
す
が
、
海
が
荒
れ
、
海
に
落
と
さ
れ
ま
す
。
彼
は
、
巨

魚
に
呑
み
込
ま
れ
て
ニ
ネ
べ
に
運
ば
れ
ま
す
。
神
は
彼
に
ニ
ネ
べ
が
滅
び
る
と
預
言
す
る
よ
う
に
命

じ
ま
す
。
ニ
ネ
べ
の
住
民
は
こ
の
預
言
を
聞
い
て
反
省
し
て
行
動
を
改
め
ま
す
。
そ
こ
で
神
は
ニ
ネ

べ
を
滅
ぼ
す
こ
と
を
や
め
ま
す
。
ヨ
ナ
は
、自
分
の
預
言
が
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
を
怒
り
ま
す
（
旧

約
ヨ
ナ
書
４
章
１
節
）。
ニ
ネ
べ
は
異
邦
人
の
町
で
す
が
、
神
は
、
悪
を
悔
い
る
な
ら
ば
災
い
を
下
さ

な
い
、
と
い
う
基
本
方
針
を
ヨ
ナ
に
説
き
ま
す
（
同
１
０
節
）。

ヨ
ブ
を
叱
っ
た
神

先
に
触
れ
た
旧
約
聖
書
の
ヨ
ブ
記
は
、
戯
曲
の
よ
う
に
見
事
な
文
学
作
品
で
す
が
、
サ
タ
ン
に
打

た
れ
て
全
財
産
、
全
家
族
を
失
い
、
自
分
も
病
苦
に
さ
い
な
ま
さ
れ
る
ヨ
ブ
と
、
彼
を
慰
め
に
き
た

４
人
の
男
の
長
い
対
話
で
す
。
ヨ
ブ
は
、
自
分
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
苦
し
む
の
か
、
そ
の
理
由
を
神

に
問
い
た
い
、
論
じ
た
い
、
と
言
い
続
け
る
（
旧
約
ヨ
ブ
記
３
１
章
３
５
節
）。
友
人
た
ち
は
、
災
難

が
来
る
に
は
理
由
が
あ
る
、
と
勧
善
懲
悪
論
を
展
開
す
る
の
で
す
が
、
最
後
に
神
が
登
場
し
て
、
天

地
万
物
を
創
造
し
た
の
が
神
、
万
物
を
動
か
し
て
い
る
の
も
神
だ
と
詳
細
な
説
明
を
し
て
、
人
間
の

浅
い
知
識
で
神
を
論
じ
る
こ
と
を
叱
る
（
旧
約
ヨ
ブ
記
３
８
―
３
９
章
）。

こ
れ
ら
神
と
対
話
し
、
論
じ
た
人
た
ち
の
ケ
ー
ス
を
み
て
分
か
る
こ
と
は
、
神
は
信
仰
深
い
人
の

願
い
や
主
張
を
聞
か
れ
る
、し
か
し
、神
が
決
断
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
の
基
本
を
変
え
る
こ
と
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

で
は
、
神
と
の
対
話
は
、
実
際
に
行
え
る
の
か
。
実
際
に
神
と
対
話
で
き
る
人
が
な
い
と
は
言
い

ま
せ
ん
が
、
一
般
的
に
は
祈
り
に
よ
っ
て
対
話
が
成
り
立
ち
ま
す
。
聖
書
を
十
分
に
読
ん
で
い
る
な

ら
ば
、
祈
る
う
ち
に
、
聖
書
の
中
の
必
要
な
箇
所
が
答
え
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ

が
神
と
の
対
話
だ
と
思
い
ま
す
。

祈
り
に
つ
い
て
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、祈
る
と
き
、末
尾
に
「
主
の
御
名
に
よ
っ

て
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
の
意
味
で
す
。
こ
れ
は
、
祈
り
の
発
信
人
が
主
自
身
で
あ
る
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
社
員
が
社
長
名
で
手
紙
を
書
く
の
と
同
じ
こ
と
で
、
祈
っ
て
い
る
の
は
自
分
だ
が
、

そ
の
祈
り
は
神
が
認
め
る
内
容
だ
、
と
い
う
趣
旨
で
す
。
自
分
勝
手
な
祈
り
に
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。

祈
り
も
、
そ
の
答
え
も
、
聖
書
を
読
み
こ
む
こ
と
か
ら
導
か
れ
る
の
で
す
。

８世紀のイスラム圏。当時はユダヤ人の８割がこの広大な地域でイスラム教徒と共存してい
た、（『pen books ユダヤとは何か』市川裕監修、阪急コミュニケーションズ、２０１２）
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第
７
回　
「
神
の
選
び
」
と
大
罪

２
０
１
８
年
５
月
15
日

王
は
神
が
選
ぶ

今
回
は
「
神
の
選
び
」
と
「
選
び
と
罪
」
と
い
う
話
を
し
ま
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
に
は
王
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
カ
ナ
ン
の
地
に
入
っ
て
以
降
約
２
０
０
年
間
は
、
部

族
連
合
的
な
時
代
で
、
各
地
か
ら
自
然
発
生
的
に
現
れ
る
軍
事
的
、
宗
教
的
指
導
者
で
あ
る
「
士
師
」

（
さ
ば
き
つ
か
さ
）
が
民
族
を
率
い
て
い
ま
し
た
。
民
衆
の
中
か
ら
、
他
の
国
々
と
同
じ
よ
う
な
王
が

ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
が
り
、宗
教
的
指
導
者
で
あ
っ
た
サ
ム
エ
ル
が
神
に
考
え
を
聞
き
ま
す
。
神
は
、

「
一
人
の
男
を
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
の
地
か
ら
あ
な
た
の
も
と
に
遣
わ
す
。
あ
な
た
は
彼
に
油
を
注
ぎ
、
わ
た

し
の
民
の
指
導
者
と
せ
よ
」（
旧
約
Ⅰ
サ
ム
エ
ル
記
９
章
１
６
節
）
と
答
え
、
そ
れ
に
従
っ
て
現
れ
た

サ
ウ
ル
に
サ
ム
エ
ル
は
油
を
注
い
で
初
代
の
イ
ス
ラ
エ
ル
王
と
し
ま
す
。
油
を
注
ぐ
、
と
い
う
の
は

神
に
よ
る
任
命
で
す
。

強
い
王
で
あ
っ
た
サ
ウ
ル
は
、し
か
し
神
の
意
に
従
わ
な
い
の
で
、神
は
彼
を
退
け
る
こ
と
を
決
め
、

サ
ム
エ
ル
に
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
エ
ッ
サ
イ
の
所
に
行
く
よ
う
に
命
じ
ま
す
（
旧
約
Ⅰ
サ
ム
エ
ル
書
１
６
章

１
節
）。
そ
こ
で
最
も
若
い
息
子
ダ
ビ
デ
を
神
が
選
び
、
サ
ム
エ
ル
が
ダ
ビ
デ
に
油
を
注
ぎ
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
は
神
が
選
ぶ
の
で
す
。
サ
ウ
ル
は
人
気
の
高
い
ダ
ビ
デ
に
嫉
妬
し
て

追
い
回
し
ま
す
が
、
最
終
的
に
ダ
ビ
デ
が
王
と
な
り
、
国
家
を
統
一
し
、
国
土
を
拡
張
し
て
名
君
と

う
た
わ
れ
ま
す
。

神
は
預
言
者
ナ
タ
ン
を
通
じ
て
「
ダ
ビ
デ
預
言
」（
旧
約
Ⅱ
サ
ム
エ
ル
書
７
章
１
２
、１
３
節
）
と

言
わ
れ
て
い
る
も
の
を
告
げ
ま
す
。
こ
の
預
言
は
、
ダ
ビ
デ
の
子
孫
が
王
位
を
継
ぐ
こ
と
、
そ
の
王

座
は
と
こ
し
え
に
堅
く
据
え
ら
れ
る
こ
と
、
を
告
げ
て
い
ま
す
。

予
言
通
り
、
ダ
ビ
デ
の
子
、
ソ
ロ
モ
ン
が
王
位
を
継
ぎ
ま
す
が
、
ソ
ロ
モ
ン
の
死
後
、
王
国
は
北

と
南
の
二
つ
の
王
国
に
分
裂
し
、「
王
座
は
と
こ
し
え
に
堅
く
す
え
ら
れ
る
」
と
い
う
預
言
が
実
現
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ユ
ダ
ヤ
教
で
は
こ
の
預
言
は
、
メ
シ
ア
（
救
世
主
）
に
よ
っ
て
実
現
す

る
預
言
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ダ
ビ
デ
の
子
孫
か
ら
メ
シ
ア
が
生
ま
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
ユ
ダ
ヤ

人
は
堅
く
信
じ
て
い
ま
す
。

ダ
ビ
デ
の
大
罪

キ
リ
ス
ト
教
も
、「
ダ
ビ
デ
預
言
」
を
信
じ
ま
す
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
人
間
的
に
は
ダ
ビ
デ
の

子
孫
で
あ
っ
て
、
こ
の
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
神
の
支
配
が
実
現
す
る
、
と
い
う
信
仰
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ダ
ビ
デ
は
神
の
将
来
計
画
を
担
う
キ
ー
マ
ン
と
し
て
神
に
よ
っ
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
ダ
ビ
デ
が
大
罪
を
犯
し
ま
す
。
配
下
の
武
将
ウ
リ
ヤ
の
妻
、
バ
ト
・
シ
ェ
バ
と
姦
淫
を
行
い
、

夫
を
戦
死
さ
せ
る
よ
う
に
仕
向
け
て
、
彼
女
を
妃
に
し
ま
す
（
旧
約
Ⅱ
サ
ム
エ
ル
書
Ⅰ
１
章
２
７
節
）。

人
倫
に
も
と
る
大
罪
で
す
。
神
は
ナ
タ
ン
を
派
遣
し
て
ダ
ビ
デ
を
叱
責
し
（
旧
約
Ⅱ
サ
ム
エ
ル
書
１
２

章
９
節
）、
ダ
ビ
デ
を
罰
し
ま
す
。
生
ま
れ
た
子
が
死
に
、
王
子
の
一
人
が
反
乱
を
起
こ
し
ま
す
。

し
か
し
、
神
は
「
ダ
ビ
デ
預
言
」
を
取
り
消
す
よ
う
な
決
定
的
処
罰
は
し
ま
せ
ん
。
神
の
キ
ー
マ

ン
と
し
て
の
選
び
は
維
持
さ
れ
ま
す
。
ダ
ビ
デ
が
罪
を
悔
い
（
旧
約
詩
編
３
８
編
１
節
以
下
）
生
涯

信
仰
が
揺
る
が
な
か
っ
た
（
旧
約
列
王
記
１
５
章
５
節
）
か
ら
で
す
。

ソ
ロ
モ
ン
の
罪
と
の
対
比

王
位
を
継
い
だ
ソ
ロ
モ
ン
も
罪
を
犯
し
ま
す
。
多
数
の
外
国
人
の
妃
を
抱
え
、
彼
女
た
ち
の
求
め

る
ま
ま
に
、
異
教
の
祭
壇
を
作
り
ま
す
（
旧
約
Ⅰ
列
王
記
Ⅰ
１
章
１
節
以
下
）。
こ
れ
に
対
す
る
神
の

処
罰
が
前
述
の
王
国
分
裂
（
同
１
１
節
以
下
）
で
す
。

ダ
ビ
デ
と
ソ
ロ
モ
ン
に
対
す
る
処
罰
の
違
い
は
大
事
で
す
。
ダ
ビ
デ
の
罪
は
人
間
世
界
の
罪
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
ソ
ロ
モ
ン
の
罪
は
信
仰
の
根
本
に
か
か
わ
る
罪
で
す
。
唯
一
神
へ
の
信
仰
を
守
ら
ず
、

異
教
の
神
に
な
び
く
、
こ
れ
は
神
に
と
っ
て
は
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
罪
で
す
。

時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
孫
、
ヤ
コ
ブ
は
父
で
あ
る
イ
サ
ク
を

騙
し
て
、
双
子
の
兄
エ
サ
ウ
か
ら
相
続
権
を
奪
い
ま
す
（
旧
約
創
世
記
２
７
章
３
５
節
）。
ひ
ど
い
罪

と
思
え
ま
す
が
、
こ
れ
は
二
人
が
母
の
胎
内
に
い
る
と
き
の
神
の
選
び
の
言
葉
、「
兄
が
弟
に
仕
え
る

よ
う
に
な
る
」（
旧
約
創
世
記
２
５
章
２
３
節
）
が
実
現
し
た
の
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
新
約
ロ
ー
マ

書
９
章
１
８
節
）。

こ
の
よ
う
に「
神
の
選
び
」が
神
と
人
間
の
関
係
を
規
定
し
ま
す
。さ
ら
に
進
ん
で
い
く
と「
予
定
説
」

に
な
り
ま
す
。
神
が
救
う
人
間
は
あ
ら
か
じ
め
決
定
さ
れ
て
い
て（
新
約
ロ
ー
マ
書
８
章
３
０
節
）、「
書

き
記
さ
れ
た
書
」（
旧
約
出
エ
ジ
プ
ト
記
３
２
章
３
２
節
）
あ
る
い
は
「
命
の
書
」（
旧
約
詩
編
６
９

編
２
９
節
）
と
い
う
も
の
に
書
か
れ
て
い
る
、
と
聖
書
に
書
い
て
あ
る
の
で
す
。
ク
ル
ア
ー
ン
も
同

じ
趣
旨
の
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
（
ク
ル
ア
ー
ン
１
０
章
１
０
７
節
）。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
信
仰
を
持
つ
と
か
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
な
く
な
り
ま
す
。
救
わ

れ
る
者
が
決
ま
っ
て
い
る
の
な
ら
、
教
会
へ
行
っ
た
り
、
罪
を
悔
い
改
め
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
キ
リ
ス
ト
教
の
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
信
徒
は
、
し
か
し
、
日
常
の

仕
事
は
神
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
励
む
こ
と
に
よ
っ
て
成
果
を
あ
げ
、
自
分

が
救
わ
れ
る
側
、「
選
ば
れ
た
者
」
で
あ
る
こ
と
を
確
信
で
き
る
、
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
が
資
本
主
義

の
精
神
を
作
っ
た
、
と
い
う
の
が
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
エ
バ
ー
が
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と

資
本
主
義
の
精
神
』
で
説
い
た
議
論
で
す
。
議
論
と
し
て
は
面
倒
で
す
が
、
神
と
人
間
の
か
か
わ
り

を
考
え
る
と
き
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

第
８
回　

選
民
と
異
邦
人

２
０
１
８
年
６
月
20
日

ど
の
民
族
よ
り
も
貧
弱
だ
が

今
回
は
「
選
民
と
異
邦
人
」
の
説
明
を
し
ま
す
。
選
民
の
問
題
は
、
第
１
部
の
中
の
「
旧
約
聖
書

と
ユ
ダ
ヤ
教
の
考
え
」
で
も
説
明
し
ま
し
た
の
で
重
複
部
分
が
あ
り
ま
す
。

聖
書
は
ユ
ダ
ヤ
人
を
選
民
、
そ
れ
以
外
を
す
べ
て
異
邦
人
と
記
し
ま
す
。
神
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
そ

の
子
孫
を
「
大
き
な
国
民
と
す
る
」（
旧
約
創
世
記
１
２
章
２
節
）
と
約
束
し
、
モ
ー
セ
は
ユ
ダ
ヤ
人

が
「
神
の
宝
の
民
と
さ
れ
た
」（
旧
約
申
命
記
７
章
６
節
）
と
述
べ
ま
す
。
し
か
し
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、ユ
ダ
ヤ
人
が
優
れ
た
民
族
と
し
て
神
に
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
、と
い
う
こ
と
で
す
。

モ
ー
セ
は
「
あ
な
た
た
ち
は
ど
の
民
族
よ
り
も
貧
弱
で
あ
っ
た
」（
同
７
節
）
に
も
関
わ
ら
ず
神
に
選

ば
れ
た
、
と
い
い
ま
す
。

で
は
選
民
と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
。
神
が
存
在
す
る
こ
と
、
生
き
て
い
る
こ
と
、
神
が
世
界

を
動
か
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
道
具
と
し
て
選
ば
れ
た
、
と
い
う
の
が
私
の
受
け
止
め
で
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
は
、
神
に
選
ば
れ
た
と
い
い
な
が
ら
、
神
に
従
い
尽
く
し
た
民
族
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
神
に
背
き
、
他
の
神
々
に
な
び
き
続
け
た
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
神
に
罰
せ

ら
れ
ま
す
。
古
代
の
北
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
は
滅
亡
（
Ｂ
Ｃ
７
２
２
年
）
し
、
南
ユ
ダ
王
国
も
バ
ビ
ロ

ン
捕
囚
（
Ｂ
Ｃ
５
８
７
年
）
の
悲
劇
に
遭
い
ま
す
。

神
が
世
界
を
運
営
し
て
い
る
証
拠

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
昔
の
人
モ
ー
セ
（
Ｂ
Ｃ
１
２
５
０
年
頃
）
は
、
神
が
彼
ら
を
父

祖
の
地
に
連
れ
戻
し
、
繁
栄
さ
せ
る
と
預
言
し
て
い
ま
す
（
旧
約
申
命
記
３
０
章
５
節
）。
ま
た
預
言

者
イ
ザ
ヤ
（
Ｂ
Ｃ
７
５
０
年
頃
）
は
ペ
ル
シ
ャ
の
キ
ュ
ロ
ス
王
が
捕
囚
か
ら
解
放
す
る
と
預
言
し
ま

し
た
（
旧
約
イ
ザ
ヤ
書
４
４
章
２
８
節
）。
こ
の
預
言
は
捕
囚
が
起
こ
る
よ
り
も
は
る
か
以
前
で
す
。

預
言
の
通
り
、
２
０
０
年
以
上
も
た
っ
て
か
ら
異
邦
人
の
キ
ュ
ロ
ス
王
に
よ
っ
て
捕
囚
か
ら
解
放
さ

れ
、
神
殿
を
再
建
し
ま
す
。

モ
ー
セ
の
預
言
は
、
こ
の
と
き
の
捕
囚
か
ら
の
帰
還
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
時

代
は
降
っ
て
、
Ａ
Ｄ
７
０
年
に
ユ
ダ
ヤ
は
ロ
ー
マ
に
滅
ぼ
さ
れ
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
世
界
に
離
散
し
ま
す

が
、１
９
０
０
年
近
く
た
っ
た
１
９
４
８
年
、元
の
土
地
に
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
う
国
家
を
再
建
し
ま
す
。

今
、技
術
大
国
と
し
て
繁
栄
し
て
い
ま
す
。
世
界
の
歴
史
に
例
の
な
い
こ
と
で
す
。
宗
教
的
に
見
て
も
、

神
殿
が
破
壊
さ
れ
祭
司
も
い
な
く
な
っ
た
ユ
ダ
ヤ
教
は
消
滅
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
離
散
の
ユ
ダ
ヤ
人

が
信
仰
を
守
り
抜
き
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
と
い
う
後
継
宗
教
を
含
め
る
と
、
ユ
ダ
ヤ

教
の
始
祖
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
信
じ
た
神
を
信
仰
す
る
人
口
は
世
界
の
半
数
を
占
め
ま
す
。
神
の
意
志
に

よ
っ
て
世
界
が
運
行
し
て
い
る
、
そ
の
こ
と
を
示
す
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
選
民
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

神
は
、
背
信
の
イ
ス
ラ
エ
ル
を
罰
す
る
と
同
時
に
、
正
し
い
信
仰
を
守
る
「
残
り
の
者
」
を
必
ず

残
し
ま
す
（
旧
約
Ⅰ
列
王
記
１
９
章
１
８
節
）。
い
く
ら
罪
を
犯
し
て
も
イ
ス
ラ
エ
ル
を
滅
ぼ
し
尽
く

す
こ
と
は
せ
ず
に
、「
残
り
の
者
」
を
温
存
し
て
、
神
の
意
志
を
実
現
す
る
選
民
と
し
て
の
役
割
を
果

た
さ
せ
る
の
で
す
。

救
わ
れ
た
異
邦
人
た
ち

で
は
、
選
民
で
は
な
い
異
邦
人
を
神
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
旧
約
聖
書
に
も
新
約
聖

書
に
も
異
邦
人
が
神
の
恩
恵
を
受
け
る
、
救
わ
れ
る
と
い
う
場
面
が
い
く
つ
も
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
現
れ
た
神
は
「
地
上
の
氏
族
は
す
べ
て
、
あ
な
た
に
よ
っ
て
祝
福
に
は
い
る
」（
旧
約

創
世
記
１
２
章
３
節
）
と
述
べ
て
お
り
、
最
初
の
段
階
か
ら
神
は
全
人
類
の
救
い
を
前
提
に
し
て
い

ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
が
全
世
界
に
広
ま
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
す
。
選
民
だ
け
を
特
別
に
優
遇
す
る

神
で
は
な
い
の
で
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
と
敵
対
し
た
ア
ラ
ム
の
将
軍
が
重
い
皮
膚
病
を
治
し
て
も
ら
う
た
め
に
預
言
者
エ
リ
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シ
ャ
の
所
に
く
る
話
が
旧
約
に
あ
り
ま
す
（
旧
約
Ⅱ
列
王
記
５
章
１
４
節
）。
エ
リ
シ
ャ
の
言
う
と
お

り
に
ヨ
ル
ダ
ン
川
に
体
を
七
回
沈
め
る
と
病
は
治
る
。
異
邦
人
で
あ
っ
て
も
神
は
癒
さ
れ
る
の
で
す
。

新
約
聖
書
に
は
異
邦
人
の
救
い
に
関
す
る
話
が
い
く
つ
も
出
て
き
ま
す
。

例
え
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
抗
争
す
る
カ
ナ
ン
族
の
女
の
話
。
娘
の
病
を
治
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
て

イ
エ
ス
の
と
こ
ろ
に
来
ま
す
。
イ
エ
ス
が
、
自
分
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
救
い
の
た
め
に
働
く
、
と
い
う

の
に
対
し
て
、
選
民
イ
ス
ラ
エ
ル
の
食
卓
か
ら
落
ち
る
パ
ン
屑
が
ほ
し
い
、
つ
ま
り
、
選
民
に
与
え

ら
れ
る
恩
恵
の
お
こ
ぼ
れ
で
よ
い
か
ら
、
と
い
う
の
で
す
。
イ
エ
ス
は
「
あ
な
た
の
信
仰
は
立
派
だ
」

（
新
約
マ
タ
イ
福
音
書
１
５
章
２
８
節
）
と
い
っ
て
願
い
を
受
け
入
れ
ま
す
。

ロ
ー
マ
軍
の
部
隊
長
の
話
。
中
風
の
部
下
を
癒
し
て
ほ
し
い
、
と
や
っ
て
き
た
の
で
、
イ
エ
ス
は

行
こ
う
と
す
る
と
、
部
隊
長
は
来
る
に
及
ば
な
い
、
ひ
と
言
だ
け
い
っ
て
く
れ
れ
ば
治
る
、
と
い
い

ま
す
。
権
威
の
あ
る
者
が
兵
隊
に
こ
れ
を
や
れ
、
と
い
え
ば
兵
隊
は
そ
れ
を
す
る
、
そ
れ
と
同
じ
で
、

神
で
あ
る
イ
エ
ス
が
ひ
と
言
命
じ
れ
ば
治
る
、
と
い
う
の
で
す
。
イ
エ
ス
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
中
で

さ
え
こ
れ
ほ
ど
の
信
仰
を
み
た
こ
と
が
な
い
。（
略
）
信
じ
た
と
お
り
に
な
る
よ
う
に
」（
新
約
マ
タ

イ
福
音
書
８
章
１
０
節
）
と
応
じ
ま
す
。
部
下
は
そ
の
瞬
間
に
治
り
ま
し
た
。

す
べ
て
の
人
類
が
救
わ
れ
る

イ
エ
ス
の
弟
子
、
ペ
ト
ロ
は
や
は
り
ロ
ー
マ
軍
の
部
隊
長
に
招
か
れ
て
家
に
行
き
、
福
音
を
宣
べ

伝
え
て
い
る
と
、
聞
い
て
い
た
ロ
ー
マ
人
に
聖
霊
が
降
る
（
新
約
使
徒
言
行
録
１
０
章
４
４
節
）
と

い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
異
邦
人
に
聖
霊
が
降
っ
た
最
初
で
す
。

ペ
ト
ロ
は
異
邦
人
に
対
し
て
こ
の
よ
う
に
言
い
ま
す
。「
あ
な
た
が
た
は
『
か
つ
て
は
神
の
民
で
は

な
か
っ
た
が
、
今
は
神
の
民
で
あ
り
、
憐
れ
み
を
受
け
な
か
っ
た
が
今
は
憐
れ
み
を
受
け
て
い
る
』

の
で
す
」（
新
約
Ⅰ
ペ
ト
ロ
の
手
紙
２
章
１
０
節
）。
こ
の
言
葉
の
『　

』
の
中
は
、
実
は
旧
約
ホ
セ

ア
書
の
引
用
で
す
。
旧
約
時
代
か
ら
選
民
も
異
邦
人
も
神
の
救
い
に
あ
ず
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

の
で
す
。

ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
イ
エ
ス
を
神
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
を
拒
否
し
ま
し
た
が
、
第
１
部
で
話
し
た
よ
う

に
、
新
約
聖
書
で
使
徒
パ
ウ
ロ
は
こ
の
よ
う
に
言
い
ま
す
。「
神
は
御
自
分
の
民
（
選
民
）
を
退
け
ら

れ
た
の
か
。決
し
て
そ
う
で
は
な
い
」（
新
約
ロ
ー
マ
書
Ⅰ
１
章
１
節
）。パ
ウ
ロ
は
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ

て
異
邦
人
が
神
の
救
い
に
あ
ず
か
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
異
邦
人
の
救
い
が
達
成
さ
れ
れ
ば
ユ
ダ
ヤ

人
が
救
わ
れ
る
の
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
神
を
信
じ
る
す
べ
て
の
人
類
が
救
わ
れ
る

の
で
す
。

１９４７年のパレスチナ分割国連決議によるユダヤ国
家（緑）とアラブ国家（グレイ）。（「イスラエルの情報」
イスラエル外務省。２０１０）

第
９
回　

神
は
人
を
ど
こ
に
導
く
の
か

２
０
１
８
年
７
月
17
日

神
の
主
権
に
よ
る
平
和
な
世
界

最
終
回
の
今
回
は
、「
神
は
人
を
ど
こ
に
導
く
の
か
」
と
い
う
問
題
を
話
し
ま
す
。

よ
く
天
国
、
地
獄
と
い
い
ま
す
が
、
聖
書
に
は
そ
の
言
葉
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
新
約
聖
書
で
は
イ

エ
ス
に
お
い
て
実
現
す
る
「
神
の
国
」
が
語
ら
れ
ま
す
が
、
旧
約
聖
書
に
は
そ
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

旧
約
聖
書
に
は
「
陰
府
」（
よ
み
）
と
い
う
死
者
の
世
界
が
あ
り
、
神
と
断
絶
し
た
闇
の
世
界
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
旧
約
詩
編
８
８
編
６
節
）。
こ
の
陰
府
に
投
げ
出
さ
れ
な
い
で
「
神
の
救
い
」
に
あ
ず
か

ろ
う
と
す
る
の
が
旧
約
の
望
み
で
す
。

「
終
わ
り
の
日
」
に
現
れ
る
「
神
の
救
い
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
旧
約
で
は
イ
ザ
ヤ
書
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
日
、「
主
の
神
殿
の
山
」（
エ
ル
サ
レ
ム
）
は
高
く
そ
び
え
（
旧
約
イ
ザ
ヤ
書
２
章
２
節
）、
国
々
の

民
は
そ
れ
に
向
か
っ
て
押
し
寄
せ
ま
す
。
神
の
言
葉
が
そ
こ
か
ら
出
る
か
ら
で
す
。「
主
は
国
々
の
争

い
を
裁
き
、
多
く
の
民
を
戒
め
ら
れ
る
。
彼
ら
は
剣
を
打
ち
直
し
て
鍬
と
し
、
槍
を
打
ち
直
し
て
鎌

と
す
る
。
国
は
国
に
向
か
っ
て
剣
を
上
げ
ず
、
も
は
や
戦
う
こ
と
を
学
ば
な
い
」（
旧
約
イ
ザ
ヤ
書
２

章
４
節
）。
国
々
が
武
器
を
捨
て
、
戦
争
の
こ
と
を
考
え
な
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
神
が
主
権
を
行

使
す
る
平
和
な
世
界
が
出
現
す
る
の
で
す
。
そ
こ
に
は
現
在
の
世
界
と
同
じ
よ
う
な
国
々
が
あ
り
、

政
治
も
産
業
も
、
人
々
の
生
活
も
変
わ
り
な
く
継
続
し
ま
す
。

「
終
わ
り
の
日
」
の
審
判

し
か
し
、「
終
わ
り
の
日
」
は
審
判
の
日
で
も
あ
り
ま
す
。
神
を
信
じ
な
い
者
、
神
に
従
わ
な
い

者
は
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
る
の
で
す
。
幻
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
将
来
預
言
を
黙
示
文
学
と
い
い
ま
す
が
、

そ
の
一
つ
、
旧
約
の
ダ
ニ
エ
ル
書
は
、
神
の
裁
き
に
よ
る
激
し
い
戦
争
が
起
こ
る
と
預
言
し
（
旧
約

ダ
ニ
エ
ル
書
１
１
章
）、
や
は
り
旧
約
の
ヨ
エ
ル
書
は
天
変
地
異
を
預
言
し
て
い
ま
す
（
旧
約
ヨ
エ
ル

３
章
４
節
）。
神
に
従
い
、神
を
信
じ
「
主
の
御
名
を
呼
ぶ
者
は
皆
救
わ
れ
る
」（
同
５
節
）
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
旧
約
聖
書
に
は
、
人
間
が
物
質
世
界
を
離
脱
し
て
霊
的
世
界
に
生
き
る
、
と
い
う
考
え

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
も
ダ
ニ
エ
ル
書
の
「
終
わ
り
の
日
」
の
有
様
を
弟
子
た
ち
に
告
げ
て
解
説
し

て
い
ま
す
（
新
約
マ
タ
イ
福
音
書
２
４
章
４
節
以
下
）。
そ
の
上
で
イ
エ
ス
は
、
イ
エ
ス
自
ら
が
雲
に

乗
っ
て
天
か
ら
「
再
臨
」
し
て
苦
難
の
中
に
あ
る
信
徒
た
ち
を
救
う
（
新
約
マ
タ
イ
福
音
書
２
４
章

３
０
節
以
下
）
と
い
う
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
復
活
後
に
天
に
上
っ
た
イ
エ
ス
が
再
度
出
現
す
る
と

す
る
預
言
で
す
。

旧
約
聖
書
も
、「
終
わ
り
の
日
」
の
前
に
聖
霊
が
降
る
（
旧
約
ヨ
エ
ル
書
３
章
１
節
）
こ
と
に
よ
っ

て
、
神
に
対
す
る
正
し
い
信
仰
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
救
い
の
も
と
と
な
る
こ
と
を
説
い
て
い
ま
す
が
、

新
約
聖
書
は
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
の
再
出
現
、
再
臨
に
よ
っ
て
人
類
が
救
わ
れ
る
と
す
る
の
で
す
。

新
約
の
結
語
は
キ
リ
ス
ト
の
再
臨

新
約
聖
書
に
も
黙
示
文
学
が
あ
り
ま
す
。「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」
で
す
が
、こ
れ
も
「
終
わ
り
の
日
」

の
有
様
を
詳
細
に
述
べ
て
い
ま
す
。
裁
き
が
あ
り
ま
す
。
死
者
た
ち
も
呼
び
出
さ
れ
、
神
に
従
わ
な

か
っ
た
人
た
ち
は
「
火
の
池
」
に
投
げ
込
ま
れ
て
「
第
二
の
死
」
を
迎
え
ま
す
（
新
約
ヨ
ハ
ネ
黙
示

録
２
０
章
１
４
節
）。
旧
約
聖
書
と
違
っ
て
、
現
在
の
天
と
地
は
滅
び
去
り
、
新
し
い
天
と
地
が
新
創

造
さ
れ
ま
す
。
神
の
首
都
で
あ
る
新
し
い
エ
ル
サ
レ
ム
が
天
か
ら
降
り
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
は
神
が

人
と
共
に
あ
っ
て
、
死
も
悲
し
み
も
労
苦
も
な
い
霊
的
世
界
が
現
出
す
る
と
す
る
の
で
す
（
新
約
ヨ

ハ
ネ
黙
示
録
２
１
章
１
節
以
下
）。

「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」
は
こ
の
よ
う
に
書
い
て
、最
後
を
「『
わ
た
し
（
神
）
は
す
ぐ
に
来
る
。』
ア
ー

メ
ン
、
主
イ
エ
ス
よ
、
来
て
く
だ
さ
い
」（
新
約
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
２
２
章
２
０
節
）
と
閉
じ
る
の
で
す
。

こ
れ
が
新
約
聖
書
の
末
尾
の
言
葉
で
す
。
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
に
よ
る
霊
的
新
世
界
を
持
ち
臨
む
の
が

新
約
聖
書
で
す
。

イ
ス
ラ
ム
の
地
獄
と
楽
園

イ
ス
ラ
ム
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
イ
ス
ラ
ム
は
、
こ
の
世
で
は
な
く
来
世
に
望
み
を
置

く
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
（
ク
ル
ア
ー
ン
２
９
章
６
４
節
）。
イ
ス
ラ
ム
信
徒
の
信
仰
は
「
六
信

五
行
」
と
言
い
ま
す
が
、
六
信
の
な
か
に
来
世
を
信
じ
る
こ
と
が
入
っ
て
い
る
こ
と
で
そ
れ
が
分
か

り
ま
す
。
そ
し
て
「
終
わ
り
の
日
」
は
、
新
旧
約
聖
書
と
同
様
に
、
裁
き
の
日
で
す
。
生
き
て
い
る

者
も
死
ん
で
い
る
者
も
呼
び
出
さ
れ
、
行
い
に
し
た
が
っ
て
裁
か
れ
ま
す
。
神
か
ら
処
罰
を
受
け
る

者
は
、
上
を
見
て
も
下
を
見
て
も
火
、
熱
風
、
熱
湯
を
あ
び
る
ゲ
ヘ
ナ
（
地
獄
）
へ
送
り
こ
ま
れ
ま
す
。

他
方
、楽
園
は
神
の
お
傍
で
、麗
し
い
川
や
果
物
に
満
ち
た
世
界
を
楽
し
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す（
ク

ル
ア
ー
ン
５
６
章
４
節
以
下
）。

こ
の
よ
う
に
、「
終
わ
り
の
日
」
は
厳
し
い
裁
き
と
と
も
に
や
っ
て
来
る
と
す
る
の
が
三
つ
の
一
神
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教
共
通
の
考
え
方
で
す
。

神
の
細
や
か
な
愛

し
か
し
、
厳
し
い
裁
き
を
行
う
神
は
同
時
に
人
類
を
愛
し
て
い
ま
す
。
旧
約
で
モ
ー
セ
が
イ
ス
ラ

エ
ル
民
族
を
エ
ジ
プ
ト
か
ら
救
い
出
し
た
の
は
、
神
が
愛
を
も
っ
て
、
神
の
民
と
い
う
本
来
の
姿
へ

と
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
を
取
り
戻
し
た
か
ら
で
す
（
旧
約
出
エ
ジ
プ
ト
記
６
章
６
節
）。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
刑
に
よ
る
死
は
、
神
の
愛
に
よ
っ
て
、
神
に
反
逆
し
続
け
る
人
類

の
罪
を
贖
っ
た
、
帳
消
し
に
し
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。「
神
は
そ
の
独
り
子
を
お
あ
た
え
に
な
っ
た

ほ
ど
に
、
世
を
愛
さ
れ
た
」（
新
約
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
３
章
１
６
節
）
と
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
が
そ
の

意
味
を
述
べ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
新
約
聖
書
の
基
本
と
な
る
考
え
方
で
す
。

神
は
、
ア
ダ
ム
と
エ
バ
を
楽
園
か
ら
追
放
す
る
と
き
、
裸
を
恥
じ
る
二
人
に
皮
の
衣
を
あ
た
え
ま

す
（
旧
約
創
世
記
３
章
２
１
節
）。
弟
を
殺
し
て
追
放
さ
れ
る
カ
イ
ン
に
は
印
を
つ
け
て
そ
の
安
全
を

保
障
し
ま
す
（
旧
約
創
世
記
４
章
１
５
節
）。
神
の
愛
は
こ
ま
や
か
で
す
。

2018 年７月１７日（火）第２部「神と人はどのように関わってきたか」の最終回。満室の状態で一連の
シリーズが終了した。この後、シリーズの再開を期待し、１５名の参加者とともに「丹後王国みけつくに」
で懇親会が開催され大いに盛り上がった。

 一神教関連系譜 

○直線で結んだものは直接関係、点線で結んだものは
　時代が離れているもの
○人名の２行目（点線の下）はアラビア語発音



参考 37 36

	 710	 イスラム軍、ジブラルタル海峡を越えてスペイン征服
	 750	 ウマイヤ朝倒れ、アッパース朝成立
	 969	 シーア派のファーティマ朝がエジプト征服
	 1031	 キリスト教諸国のレコンキスタ（国土回復運動）始まる
	 1038	 セルジューク朝成立
	 1054	 カソリック教会と東方正教会が完全に分裂
	 1096	 第一回十字軍出発
	 1099	 十字軍、エルサレム占領、エルサレム王国成立
	 1187	 サラディンが十字軍を破り、エルサレム奪回
	 1291	 十字軍国家、すべて消滅
	 1299	 オスマン・トルコ建国
	 1453	 オスマン・トルコによってコンスタンティノープル陥落
	 1492	 グラナダ陥落してスペインのレコンキスタ完了
	 	 スペインでユダヤ教徒追放令と強制改宗
	 1517	 ルターによる宗教改革はじまる
	 	 オスマン・トルコがシリア、エジプトを征服
	 1881-82	 ロシアで大ポグロム（ユダヤ人迫害）
	 	 ユダヤ人のパレスチナ移民（第一次アリア）はじまる
	 1897	 第一回シオニスト会議、バーゼルで開かれる
	 1904	 第二次アリア（帰還）始まる
	 1914-1919	 第一次世界大戦
	 1915	 英国、マクマホン書簡でアラブに対して独立国家を約束
	 1916	 英、仏、露がサイクス・ピコ協定でトルコ領分割密約
	 1917	 英外相バルフォア、ユダヤ人民族郷土建設を認めるバルフォア宣言
	 1919	 トルコの敗戦によりパレスチナは英国の委任統治に
	 	 第三次アリア始まる
	 1921	 イラクとトランス・ヨルダン建国
	 1933	 ドイツでヒットラーが政権握る。ユダヤ人迫害はじまる
	 1941	 ドイツ首脳、ユダヤ人抹殺政策を最終確認
	 1945	 第二次世界大戦終了し、強制収容所からユダヤ人解放
	 1947	 国連総会、パレスチナ分割を決議
	 1948	 イスラエル独立。英委任統治終了。第一次中東戦争勃発
	 1956	 第二次中東戦争。イスラエルがシナイ半島制圧
	 1964	 パレスチナ解放機構（PLO）結成
	 1967	 第三次中東戦争（６日戦争）。エルサレム統一
	 1973	 第四次中東戦争（ヨムキプール戦争）
	 1977	 エジプトのサダト大統領エルサレム訪問
	 1978	 キャンプ・デービット合意
	 	（ガザ、西岸の自治、三年以内に最終的地位交渉の開始）
	 1979	 イランでイスラム革命起こる
	 	 エジプトとイスラエルの平和条約調印
	 1980	 イラン・イラク戦争
	 1981	 エジプトのサダト大統領暗殺される
	 1991	 マドリード中東和平会議
	 1993	 オスロ合意。パレスチナ暫定自治と最終地位交渉始まる
	 1994	 パレスチナ自治政府発足
	 	 ヨルダンとイスラエル、平和条約調印
	 1995	 クリントン米大統領主導のキャンプ・デービッド会談
	 	 ラビン・イスラエル首相暗殺される
	 2003	 米、EU、露、国連が中東和平ロードマップ公表
	 2010	「アラブの春」始まる

ユダヤ教、キリスト教、イスラム関連略年史

BC	 2060-1950	 アブラハムがメソポタミアのウルから移動開始
	 1250 頃	 モーセに指導されたユダヤ人が出エジプト
	 	 シナイ山で十戒授与
	 1200 頃	 ヨシュアに率いられたユダヤ人がカナン征服
	 1005-966	 ダビデ王がエルサレムを首都に。統一王国成立
	 966-926	 ソロモン王が第一神殿建設
	 926	 南ユダ王国と北イスラエル王国に分裂
	 853-841	 預言者エリヤが活動
	 722	 アッシリアによって北イスラエル王国滅ぼされる
	 745-680 頃	 預言者イザヤが活動
	 627-583 頃	 預言者エレミヤが活動
	 600 頃 -536	 預言者ダニエルが活動
	 593 頃 -588	 預言者エゼキエルが活動
	 587	 バビロンがエルサレムを征服し南ユダ王国滅亡
	 	 第一神殿が破壊され、バビロン捕囚が始まる
	 538	 バビロン捕囚から帰還
	 516-515	 第二神殿完成
	 433	 旧約聖書の預言活動終了、旧約正典完結
	 332	 アレキサンドロス大王の征服によるヘレニズム化
	 167	 マカベアの反乱（ハヌカの祭の起源）
	 63	 ローマのポンペイウスがエルサレムを占領
	 37	 ヘロデ大王、パレスチナ全土の王となる
	 20-19	 第三神殿完成
	 7-4	 イエスの誕生
AD	 6	 ユダヤがローマの直轄領となる
	 30-33	 イエスの十字架刑
	 33-34	 パウロの回心
	 49-67	 パウロ、諸書簡を執筆
	 58-63	 ルカ福音書成立
	 60-70	 マルコ福音書成立
	 60 後半	 マタイ福音書成立
	 64	 ローマ皇帝ネロによるキリスト教迫害はじまる
	 66-70	 ユダヤ大反乱をローマ軍が鎮圧、第三神殿破壊
	 	 ユダヤ人の離散がはじまる
	 88-120	 ヨハネ福音書成立
	 313	 コンスタンティヌス帝、キリスト教公認（ミラノ勅令）
	 325	 ニケア公会議で原ニケア信条（使徒信条の原型）成立
	 300 年代末	 エルサレム・タルムード編纂
	 500 年頃	 バビロニア・タルムード編纂
	 570 頃	 ムハンマドの誕生
	 610 頃	 ムハンマドの召命（最初の啓示）
	 622	 ムハンマドと信徒、メッカからメディナに遷る
	 624-628	 イスラム軍がユダヤ教徒と戦い、屈服させる（人頭税）
	 630	 イスラム軍メッカ征服。カーバ神殿の偶像類破壊
	 632	 ムハンマド死去。バクル初代カリフとなる
	 638	 イスラム軍、エルサレムを占領
	 651	 クルアーン編纂
	 661	 第四代カリフ、アリー暗殺。ウマイヤ朝成立
	 	 イスラムがスンニ派とシーア派に分裂へ
	 687-692	 エルサレムに岩のドーム建設
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